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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キャビネットと、
　前記キャビネットに対して開閉可能に取り付けられ、装着孔が形成されたフロントドア
と、
　前記フロントドアの装着孔に取り付けられるボタンユニットと、を備え、
　前記ボタンユニットは、
　遊技者によって押圧操作される押圧部材と、
　前記押圧部材を摺動可能に支持するボタンベースと、
　前記ボタンベースの側周部に螺合され、軸部が前記押圧部材に挿入される抜出防止用ね
じと、を備え、
　前記押圧部材は、
　前記ボタンベースに摺動可能に収容される中空の筒部と、
　前記筒部の軸方向の一方の開口を塞ぐ押圧部と、を有し、
　前記筒部には、前記抜出防止用ねじの前記軸部が挿通する挿通窓が形成され、
　前記抜出防止用ねじは、頭部の一面が平らな皿ねじからなり、前記軸部が前記押圧部材
の摺動方向と交差しており、且つ前記挿通窓から前記筒部の中心軸線を越えて前記筒部の
筒孔内に挿通しており、
　前記ボタンベースは、
　前記抜出防止用ねじが螺合される螺合孔と、



(2) JP 5938014 B2 2016.6.22

10

20

30

40

50

　前記螺合孔の周囲に形成され、前記抜出防止用ねじの前記頭部を収容するザグリ穴と、
を有する
　遊技機。
【請求項２】
　前記ボタンベースは、
　前記フロントドアの表面側から前記装着孔に挿入され、
　前記装着孔に挿入される筒状の収容部と、
　前記収容部の外周面に設けられ、前記装着孔における前記フロントドアの裏面側に係止
して、前記ボタンユニットが前記装着孔から前記フロントドアの表面側へ抜き出る方向へ
の移動を規制する係止部と、を有し、
　前記係止部は、舌片状に形成されて、前記収容部の外周面に接近及び離反する方向へ弾
性変形可能とし、
　前記ボタンユニットは、
　前記フロントドアの前記装着孔に挿入された前記ボタンベースに巻き付けられたバンド
と、を備え、
　前記バンドは、
　前記係止部と前記収容部の外周面との間を通過して前記ボタンベースに巻き付けられて
、前記係止部における前記装着孔との係止を解除する方向への弾性変形を規制すると共に
、前記抜出防止用ねじの前記頭部の少なくとも一部を覆う
　請求項１に記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチンコ機やパチスロ機等の遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、パチンコ機やパチスロ機等の遊技機は、前面に配置されるフロントドアに遊技
者の操作を受け付けるボタンユニットを備えている。また、近年では、フロントドアに設
けられたボタンユニットを取り外して遊技機の内部に侵入する経路を形成し、この形成し
た経路を利用する不正行為が知られている。
【０００３】
　このような不正行為を防ぐために、例えば、特許文献１に開示されている遊技機では、
係止爪を用いてボタンユニットをフロントドアに取り付けた後に、フロントドアの裏面か
ら抜き出し防止用の係止部材をボタンユニットに取り付けている。この特許文献１に開示
された遊技機によれば、フロントドアの裏面から係止部材を取り外さなければ、ボタンユ
ニットを取り外すことができないため、ボタンユニットがフロントドアから取り外される
ことを確実に防ぐことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－２４５２７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、ボタンユニットには、ボタンベースに摺動可能に支持され、遊技者によ
って押圧操作される押圧部材が設けられている。そのため、遊技機の内部へ侵入する経路
を形成するために、押圧部材がボタンベースから取り外される、という問題を有していた
。
【０００６】
　本発明の目的は、上記従来技術における実情を考慮し、押圧部材がボタンベースから取
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り外されることを防ぐことができる遊技機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決し、本発明の目的を達成するため、本発明の遊技機は、キャビネット（
例えば、後述のキャビネット２ａ）と、キャビネットに対して開閉可能に取り付けられ、
装着孔（例えば、後述の装着孔１２ａ）が形成されたフロントドア（例えば、後述のフロ
ントドア２ｂ）と、フロントドアの装着孔に取り付けられるボタンユニット（例えば、後
述のＭＡＸベットボタン１４）と、を備えている。
  ボタンユニットは、遊技者によって押圧操作される押圧部材（例えば、後述の押圧部材
３０３）と、押圧部材を摺動可能に支持するボタンベース（例えば、後述のボタンベース
３０１）と、ボタンベースの側周部に螺合され、軸部が押圧部材に挿入される抜出防止用
ねじ（例えば、後述の抜出防止用ねじ６０１）と、を備えている。
　また、押圧部材は、ボタンベースに摺動可能に収容される中空の筒部（例えば、後述の
筒部３７１）と、筒部の軸方向の一方の開口を塞ぐ押圧部（例えば、後述の押圧部３７２
）と、を有している。筒部には、抜出防止用ねじの軸部が挿通する挿通窓（例えば、後述
の挿通窓３９０ａ）が形成されている。抜出防止用ねじは、頭部（例えば、後述の頭部６
０１ａ）の一面が平らな皿ねじからなり、軸部（例えば、後述の軸部６０１ｂ）が押圧部
材の摺動方向と交差しており、且つ挿通窓から筒部の中心軸線を越えて筒部の筒孔内に挿
通する。さらに、ボタンベースは、抜出防止用ねじが螺合される螺合孔（例えば、後述の
螺合孔３１８）と、螺合孔の周囲に形成され、抜出防止用ねじの頭部を収容するザグリ穴
（例えば、後述のザグリ穴３１８ａ）と、を有する。
【０００８】
　上記構成の遊技機によれば、抜出防止用ねじの軸部が、押圧部材の摺動方向と交差して
、筒部の筒孔内に挿通されることで、押圧部材がボタンユニットから抜け出ることを防ぐ
ことができる。また、抜出防止用ねじは、頭部の一面が平らな皿ねじからなり、さらにボ
タンベースに、頭部を収容するザグリ穴を設けているため、抜出防止用ねじの頭部をボタ
ンベースの側周部の壁面内に収めることができる。これにより、頭部とザグリ穴の隙間か
らワイヤ等を侵入させて抜出防止用ねじを取り外そうとしても、ワイヤが抜出防止用ねじ
に引っ掛かる場所がないため、抜出防止用ねじを取り外すことが困難なものとなっている
。
【０００９】
　さらに、抜出防止用ねじの軸部が、挿通窓から筒部の中心軸線を越えて筒部の筒孔内ま
で挿通しているため、抜出防止用ねじが挿通した状態で押圧部材を取り外そうとすると、
押圧部材全体が抜出防止用ねじによって破壊される。これにより、不正行為を行おうとし
た場合に、痕跡を残すことができる。
【００１０】
　また、ボタンベースは、フロントドアの表面側から装着孔に挿入される。そして、ボタ
ンベースは、装着孔に挿入される筒状の収容部（例えば、後述の収容部３１１）と、収容
部の外周面に設けられ、装着孔におけるフロントドアの裏面側に係止して、ボタンユニッ
トが装着孔からフロントドアの表面側へ抜き出る方向への移動を規制する係止部（例えば
、後述の第１の係止部３１９）と、を有している。係止部は、舌片状に形成されて、収容
部の外周面に接近及び離反する方向へ弾性変形可能としている。さらに、ボタンユニット
は、フロントドアの装着孔に挿入されたボタンベースに巻き付けられたバンド（例えば、
後述のバンド３０５ａ）と、を備えている。そして、バンドは、係止部と収容部の外周面
との間を通過してボタンベースに巻き付けられて、係止部における装着孔との係止を解除
する方向への弾性変形を規制すると共に、抜出防止用ねじの頭部の少なくとも一部を覆う
。
 
 
【００１１】
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　これにより、バンドが、係止部における装着孔との係止を解除する方向への弾性変形を
規制することで、簡易な構造でボタンユニットの抜け防止を行うことができる。さらに、
バンドによって、抜出防止用ねじの前記頭部の少なくとも一部を覆っているため、バンド
を切断しなければ、抜出防止用ねじの頭部に工具を挿入することができない。これにより
、より確実に不正行為を防ぐことができる。また、抜出防止用ねじが取り外される際には
、バンドが切断されるという痕跡が残ることになる。さらに、係止部の係止を解除してボ
タンユニットを抜き出すには、抜出防止用ねじを取り外す際と同様に、バンドを切断する
必要がある。そのため、ボタンユニットが抜き出た際に、バンドが切断されるという痕跡
が残ることになり、不正行為の痕跡を確実に残すことができる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の遊技機によれば、押圧部材がボタンベースから取り外されることを防ぐことが
できる。さらに、押圧部材を取り外せても、その痕跡を残すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態の遊技機における機能フローを説明する説明図である。
【図２】本発明の一実施形態の遊技機における外観構成例を示す斜視図である。
【図３】本発明の一実施形態の遊技機における内部構造を示すものであり、フロントドア
を開いた状態の斜視図である。
【図４】本発明の一実施形態の遊技機におけるフロンドアの裏面側を示す正面図である。
【図５】本発明の一実施形態の遊技機の制御系を示すブロック図である。
【図６】本発明の一実施形態の遊技機における主制御回路の構成例を示すブロック図であ
る。
【図７】本発明の一実施形態の遊技機における副制御回路の構成例を示すブロック図であ
る。
【図８】本発明の一実施形態の遊技機における副中継基板カバーを取り外した状態を示す
斜視図である。
【図９】本発明の一実施形態の遊技機における副制御基板ケース及び副中継基板カバーを
示す斜視図である。
【図１０】本発明の一実施懈怠の遊技機における副中継基板カバーを背面側から示す斜視
図である。
【図１１】本発明の一実施形態の遊技機における副制御基板ケース及び副中継基板カバー
を示す断面図である。
【図１２】本発明の一実施形態の遊技機における副中継基板カバー及び副中継基板を示す
断面図である。
【図１３】本発明の一実施形態の遊技機における副中継基板カバー及び副中継基板を示す
断面図である
【図１４】本発明の一実施形態の遊技機におけるハーネスフックカバーを取り外した状態
を示す斜視図である。
【図１５】本発明の一実施形態の遊技機におけるハーネスフックユニット示す分解斜視図
である。
【図１６】本発明の一実施形態の遊技機におけるハーネスフックユニットを示す斜視図で
ある。
【図１７】本発明の一実施形態の遊技機におけるハーネスフックカバーを示す斜視図であ
る。
【図１８】本発明の一実施形態の遊技機におけるドア中継基板ケースを示す斜視図である
。
【図１９】本発明の一実施形態の遊技機におけるドア中継基板及びドア中継基板ケースを
示す分解斜視図である。
【図２０】本発明の一実施形態の遊技機におけるドア中継基板ケースから上ケース部材を
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外した状態を示す斜視図である。
【図２１】本発明の一実施形態の遊技機におけるドア中継基板ケースの要部を示す断面図
である。
【図２２】本発明の一実施形態の遊技機におけるＭＡＸベットボタンを示す斜視図である
。
【図２３】本発明の一実施形態の遊技機におけるＭＡＸベットボタンを示す斜視図である
。
【図２４】本発明の一実施形態の遊技機におけるＭＡＸベットボタンを示す分解斜視図で
ある。
【図２５】本発明の一実施形態の遊技機におけるＭＡＸベットボタンの押圧部材とボタン
ベースを示す分解斜視図である。
【図２６】本発明の一実施形態の遊技機におけるＭＡＸベットボタンの押圧部材とボタン
ベースを示す斜視図である。
【図２７】本発明の一実施形態の遊技機におけるＭＡＸベットボタンを示す断面図である
。
【図２８】本発明の一実施形態の遊技機におけるＭＡＸベットボタンの取付方法を示す斜
視図である。
【図２９】本発明の一実施形態の遊技機におけるＭＡＸベットボタンの取付方法を示す斜
視図である。
【図３０】本発明の一実施形態の遊技機におけるＭＡＸベットボタンの取付状態を示す断
面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の一実施形態を示す遊技機であるパチスロについて、図１～図３０を参照しなが
ら説明する。はじめに、図１を参照して、遊技機の実施の形態に係る機能フローについて
説明する。
【００１５】
　本実施の形態のパチスロでは、遊技を行うための遊技媒体としてメダルを用いる。なお
、遊技媒体としては、メダル以外にも、コイン、遊技球、遊技用のポイントデータ又はト
ークン等を適用することもできる。
【００１６】
　遊技者によりメダルが投入され、スタートレバーが操作されると、予め定められた数値
の範囲（例えば、０～６５５３５）の乱数から１つの値（以下、乱数値）が抽出される。
【００１７】
　内部抽籤手段は、抽出された乱数値に基づいて抽籤を行い、内部当籤役を決定する。こ
の内部抽籤手段は、後述する主制御回路が担う。内部当籤役の決定により、後述の入賞判
定ラインに沿って表示を行うことを許可する図柄の組合せが決定される。なお、図柄の組
合せの種別としては、メダルの払い出し、再遊技の作動、ボーナスの作動等といった特典
が遊技者に与えられる「入賞」に係るものと、それ以外のいわゆる「ハズレ」に係るもの
とが設けられている。
【００１８】
　また、スタートレバーが操作されると、複数のリールの回転が行われる。その後、遊技
者により所定のリールに対応するストップボタンが押されると、リール停止制御手段は、
内部当籤役とストップボタンが押されたタイミングとに基づいて、該当するリールの回転
を停止する制御を行う。このリール停止制御手段は、後述する主制御回路が担う。
【００１９】
　パチスロでは、基本的に、ストップボタンが押されたときから規定時間（１９０ｍｓｅ
ｃ又は７５ｍｓｅｃ）内に、該当するリールの回転を停止する制御が行われる。本実施形
態では、この規定時間内にリールの回転に伴って移動する図柄の数を「滑り駒数」と呼ぶ
。規定時間が１９０ｍｓｅｃである場合には、滑り駒数の最大数を図柄４コマ分に定め、
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規定時間が７５ｍｓｅｃである場合には、滑り駒数の最大数を図柄１コマ分に定める。
【００２０】
　リール停止制御手段は、入賞に係る図柄の組合せ表示を許可する内部当籤役が決定され
ているときは、通常、１９０ｍｓｅｃ（図柄４コマ分）の規定時間内に、その図柄の組合
せが入賞判定ラインに沿って極力表示されるようにリールの回転を停止させる。また、リ
ール停止制御手段は、例えば、第２種特別役物であるチャレンジボーナス（ＣＢ）及びＣ
Ｂを連続して作動させるミドルボーナス（ＭＢ）の動作時には、１つ以上のリールに対し
て、規定時間７５ｍｓｅｃ（図柄１コマ分）内に、その図柄の組合せが入賞判定ラインに
沿って極力表示されるようにリールの回転を停止させる。さらに、リール停止制御手段は
、遊技状態に対応する各種規定時間を利用して、内部当籤役によってその表示が許可され
ていない図柄の組合せが入賞判定ラインに沿って表示されないようにリールの回転を停止
させる。
【００２１】
　こうして、複数のリールの回転がすべて停止されると、入賞判定手段は、入賞判定ライ
ンに沿って表示された図柄の組合せが、入賞に係るものであるか否かの判定を行う。この
入賞判定手段は、後述する主制御回路が担う。入賞判定手段により入賞に係るものである
との判定が行われると、メダルの払い出し等の特典が遊技者に与えられる。パチスロでは
、以上のような一連の流れが１回の遊技として行われる。
【００２２】
　また、パチスロでは、前述した一連の流れの中で、液晶表示装置などの表示装置により
行う映像の表示、各種ランプにより行う光の出力、スピーカにより行う音の出力、或いは
これらの組合せを利用して様々な演出が行われる。
【００２３】
　スタートレバーが操作されると、上述した内部当籤役の決定に用いられた乱数値とは別
に、演出用の乱数値（以下、演出用乱数値）が抽出される。演出用乱数値が抽出されると
、演出内容決定手段は、内部当籤役に対応づけられた複数種類の演出内容の中から今回実
行するものを抽籤により決定する。この演出内容決定手段は、後述する副制御回路が担う
。
【００２４】
　演出内容が決定されると、演出実行手段は、リールの回転開始時、各リールの回転停止
時、入賞の有無の判定時等の各契機に連動させて対応する演出を実行する。このように、
パチスロでは、内部当籤役に対応づけられた演出内容を実行することによって、決定され
た内部当籤役（言い換えると、狙うべき図柄の組合せ）を知る機会又は予想する機会が遊
技者に提供され、遊技者の興味の向上を図ることができる。
【００２５】
＜パチスロの構造＞
　次に、図２及び図３を参照して、本実施形態におけるパチスロの構造について説明する
。
【００２６】
［外観構造］
　図２は、パチスロ１の外部構造を示す斜視図である。
【００２７】
　図２に示すように、パチスロ１は、外装体２を備えている。外装体２は、リールや回路
基板等を収容するキャビネット２ａと、キャビネット２ａに対して開閉可能に取り付けら
れるフロントドア２ｂとを有している。
　キャビネット２ａの両側面には、把手７が設けられている（図２では一側面の把手７の
みを示す）。この把手７は、パチスロ１を運搬するときに手をかける凹部である。
【００２８】
　キャビネット２ａの内部には、３つのリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒが横並びに設けられてい
る。以下、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒを、それぞれ左リール３Ｌ、中リール３Ｃ、右リー
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ル３Ｒという。各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒは、円筒状に形成されたリール本体と、リール
本体の周面に装着された透光性のシート材を有している。シート材の表面には、複数（例
えば２１個）の図柄が周方向に沿って所定の間隔をあけて描かれている。
【００２９】
　フロントドア２ｂは、ドア本体９と、フロントパネル１０と、表示装置の一具体例を示
す液晶表示装置１１とを備えている。ドア本体９は、ヒンジ２００（図３参照）を用いて
キャビネット２ａに開閉可能に取り付けられている。ヒンジ２００は、パチスロ１の前方
からドア本体９を見た場合に、ドア本体９における左側の端部に設けられている。
【００３０】
　液晶表示装置１１は、ドア本体９の上部に取り付けられており、映像の表示による演出
を実行する。この液晶表示装置１１は、３つのリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒに描かれた図柄を
表示する表示窓４を含む表示部（表示画面）１１ａを備える。本実施形態では、表示窓４
を含む表示部１１ａの全体を使って、映像の表示が行われ、演出が実行される。
【００３１】
　表示窓４は、例えばアクリル板等の透明な部材で形成されている。この表示窓４は、正
面（遊技者側）から見て、３つのリールの配置領域と重畳する位置に設けられ、かつ、３
つのリールより手前（遊技者側）に位置するように設けられる。したがって、遊技者は、
表示窓４を介して、表示窓４の背後に設けられた３つのリールを視認することができる。
【００３２】
　本実施形態では、表示窓４は、その背後に設けられた対応するリールの回転が停止した
とき、各リールに描かれた複数種類の図柄のうち、連続して配置された３つの図柄を表示
できる大きさに設定されている。すなわち、表示窓４の枠内には、リール毎に上段、中段
及び下段の各領域が設けられ、各領域に１個の図柄が表示される。そして、本実施形態で
は、左リール３Ｌの中段領域、中リール３Ｃの中段領域、及び、右リール３Ｒの中段領域
を結ぶラインを、入賞か否かの判定を行う入賞判定ラインとして定義する。
【００３３】
　フロントパネル１０は、ドア本体９の上部に取り付けられており、液晶表示装置１１を
覆う大きさに設定されている。このフロントパネル１０は、液晶表示装置１１の表示部１
１ａ側に重畳して配置され、液晶表示装置１１の表示部１１ａを露出させる３つのパネル
開口１０１ａ，１０１ｂ，１０１ｃを有する装飾枠１０１と、装飾枠１０１のパネル開口
１０１ａ，１０１ｂ，１０１ｃを塞ぐ保護カバー１０２ａ，１０２ｂ，１０２ｃとを有し
ている。
【００３４】
　装飾枠１０１は、パネル開口１０１ａとパネル開口１０１ｂとを区画する仕切り片１１
２と、パネル開口１０１ｂとパネル開口１０１ｃとを区画する仕切り片１１３とを有して
いる。３つのパネル開口１０１ａ，１０１ｂ，１０１ｃは、仕切り片１１２，１１３によ
って上下方向に並ぶように区画されている。装飾枠１０１のパネル開口１０１ａ，１０１
ｃは、液晶表示装置１１の表示部１１ａを露出させる。また、装飾枠１０１のパネル開口
１０１ｂは、液晶表示装置１１の表示部１１ａ及び３つのリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒを露出
させる。
【００３５】
　装飾枠１０１には、ランプ群２２が設けられている。ランプ群２２は、例えば、図２中
のランプ２２ａ，２２ｂを含む。このランプ群２２は、ＬＥＤ（Light Emitting Diode）
等で構成され、演出内容に対応するパターンで、光を点灯及び消灯する。
【００３６】
　保護カバー１０２ａは、装飾枠１０１のパネル開口１０１ａを塞ぐ。また、保護カバー
１０２ｂは、装飾枠１０１のパネル開口１０１ｂを塞ぎ、保護カバー１０２ｃは、パネル
開口１０１ｃを塞ぐ。これら保護カバー１０２ａ，１０２ｂ，１０２ｃは、例えば、透明
の合成樹脂によって板状に形成されている。したがって、遊技者は、液晶表示装置１１を
、保護カバー１０２ａ，１０２ｃを介して視認することができ、表示窓４の背後に設けら
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れた３つのリールを、保護カバー１０２ｂを介して視認することができる。
【００３７】
　さらに、装飾枠１０１には、第１のスピーカ用孔２０Ｌ、２０Ｒが設けられている。第
１のスピーカ用孔２０Ｌ、２０Ｒは、演出内容に対応する効果音や音を出力するために設
けられている。
【００３８】
　ドア本体９の中央には、台座部１２が形成されている。この台座部１２には、遊技者の
操作対象となる各種装置（メダル投入口１３、ＭＡＸベットボタン１４、１ＢＥＴボタン
１５、スタートレバー１６、ストップボタン１７Ｌ，１７Ｃ，１７Ｒ）が設けられている
。
【００３９】
　メダル投入口１３は、遊技者によって外部からパチスロ１に投下されるメダルを受け入
れるために設けられる。メダル投入口１３から受け入れられたメダルは、所定枚数（例え
ば３枚）を上限として１回の遊技に使用され、所定枚数を超えた分は、パチスロ１の内部
に預けることができる（いわゆるクレジット機能）。
【００４０】
　ＭＡＸベットボタン１４及び１ＢＥＴボタン１５は、パチスロ１の内部に預けられてい
るメダルから１回の遊技に使用する枚数を決定するために設けられる。なお、図２には示
さないが、台座部１２には、精算ボタンが設けられる。この精算ボタンは、パチスロ１の
内部に預けられているメダルを外部に引き出す（排出する）ために設けられる。なお、Ｍ
ＡＸベットボタン１４の詳細な構成は、後述する。
【００４１】
　スタートレバー１６は、全てのリール（３Ｌ，３Ｃ，３Ｒ）の回転を開始するために設
けられる。ストップボタン１７Ｌ，１７Ｃ，１７Ｒは、それぞれ、左リール３Ｌ、中リー
ル３Ｃ、右リール３Ｒに対応づけて設けられ、各ストップボタンは対応するリールの回転
を停止するために設けられる。以下、ストップボタン１７Ｌ，１７Ｃ，１７Ｒを、それぞ
れ左ストップボタン１７Ｌ、中ストップボタン１７Ｃ、右ストップボタン１７Ｒという。
【００４２】
　また、図２には示さないが、台座部１２には、７セグメントＬＥＤ（Light Emitting D
iode）からなる７セグ表示器６（図５参照）が設けられている。この７セグ表示器６は、
特典として遊技者に対して払い出すメダルの枚数（以下、払出枚数）、パチスロ１の内部
に預けられているメダルの枚数（以下、クレジット枚数）等の情報をデジタル表示する。
【００４３】
　ドア本体９の下部には、メダル払出口１８、メダル受皿１９、第２のスピーカ用孔２１
Ｌ，２１Ｒ等が設けられている。メダル払出口１８は、後述のメダル払出装置３４の駆動
により排出されるメダルを外部に導く。メダル受皿１９は、メダル払出口１８から排出さ
れたメダルを貯める。また、スピーカ用孔２１Ｌ，２１Ｒは、演出内容に対応する効果音
や楽曲等の音を出力するために設けられている。
【００４４】
［内部構造］
　次に、パチスロ１の内部構造を、図３及び図４を参照しながら説明する。
　図３は、パチスロ１の内部構造を示す斜視図である。この図３では、フロントドア２ｂ
が開放され、フロントドア２ｂの裏面側の構造及びキャビネット２ａの内部構造が示され
ている。図４は、フロントドア２ｂの裏面側を示す正面図である。
【００４５】
　図３に示すように、キャビネット２ａは、正面側の一面が開口された略直方体状に形成
されている。このキャビネット２ａ内の上部には、後述の主制御回路７１（図６参照）を
構成する主制御基板３１（図５参照）が設けられている。主制御回路７１は、内部当籤役
の決定、リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの回転及び停止、入賞の有無の判定等の、パチスロ１に
おける遊技の主な動作及び該動作間の流れを制御する回路である。なお、主制御回路７１
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の具体的な構成は後述する。
【００４６】
　キャビネット２ａの内部の中央には、３つのリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒが設けられている
。３つのリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒには、所定の減速比をもったギアを介してステッピング
モータが接続されている。
【００４７】
　キャビネット２ａ内部を正面から見て、右リール３Ｒの右側には、設定用鍵型スイッチ
３２と、外部集中端子板３３（図５参照）が配設されている。設定用鍵型スイッチ３２は
、パチスロ１の設定を変更もしくは確認を行うときに使用する。
　外部集中端子板３３は、キャビネット２ａの側板に取り付けられている。この外部集中
端子板３３は、メダル投入信号、メダル払出信号及びセキュリティー信号などの信号をパ
チスロ１の外部へ出力するために設けられている。
【００４８】
　キャビネット２ａの内部の下方には、多量のメダルを収容可能で、それらを１枚ずつ排
出可能な構造を有するメダル払出装置（以下、ホッパー装置）３４が設けられている。こ
のホッパー装置３４は、貯留されたメダルが例えば５０枚を超えたとき、又は精算ボタン
が押圧されてメダルの精算を行うときに、メダルを払い出す。ホッパー装置３４によって
払い出されたメダルは、メダル払出口１８（図２参照）から排出される。
【００４９】
　キャビネット２ａ内部を正面から見て、ホッパー装置３４の右側には、ホッパー装置３
４から溢れ出たメダルを収納するメダル補助庫３５が配設されている。また、キャビネッ
ト２ａ内部を正面から見て、ホッパー装置３４の左側には、パチスロ１が有する各装置に
対して必要な電力を供給するための電源装置３６が設けられている。この電源装置３６は
、電源スイッチ３６ａと、電源基板３６ｂ（図５参照）を有している。
【００５０】
　また、ホッパー装置３４と３つのリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒとの間には、サブスピーカ３
７が配設されている。
【００５１】
　図３及び図４に示すように、フロントドア２ｂの裏面における上側には、副制御基板４
１（図５参照）を収容する副制御基板ケース４２が配設されている。副制御基板４１は、
副制御基板ケース４２を介してキャビネット２ａの内部の主制御基板に対向している。そ
して、副制御基板４１は、副制御回路８１（図７参照）を構成する。副制御回路８１は、
映像の表示等による演出の実行を制御する回路である。副制御回路８１の具体的な構成は
後述する。
【００５２】
　フロントドア２ｂを裏面側から見て、副制御基板ケース４２の右側方には、副中継基板
４３（図５参照）における電子部品が実装される基板平面の一面を覆う副中継基板カバー
１２１が配設されている。また、副中継基板カバー１２１の詳細な構成は、後述する。
【００５３】
　副中継基板４３は、副制御基板４１と、この副制御基板４１の周辺に配設された基板と
の配線を中継する基板である。なお、副制御基板４１の周辺に配設される基板としては、
後述するＬＥＤ基板４５Ａ，４５Ｂ，４５ＣやサウンドＩ／Ｏ基板４６が挙げられる。副
中継基板には、光ケーブルが挿入される光コネクタ４３ｃが設けられている（図９参照）
。そして、副中継基板４３は、各種の基板と、光ケーブルを介して接続される。
【００５４】
　ＬＥＤ基板４５Ａは、フロントドア２ｂの裏面側から見て、副制御基板ケース４２の上
方に配設されている。また、ＬＥＤ基板４５Ｂは、フロントドア２ｂの裏面側から見て、
副制御基板ケース４２の左側方に配設されており、ＬＥＤ基板４５Ｃは、副中継基板４３
の右側方に配設されている。これらＬＥＤ基板４５Ａ，４５Ｂ，４５Ｃは、副制御回路８
１（図７参照）の制御により実行される演出に応じて、点滅パターンを表示する。
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【００５５】
　サウンドＩ／Ｏ基板４６は、フロントドア２ｂの裏面における中央（表示窓４Ｌ，４Ｃ
，４Ｒの下側）に配設されている。このサウンドＩ／Ｏ基板４６は、後述するスピーカ４
８Ｌ，４８Ｒ，４９Ｌ，４９Ｒへの音声の出力を行う。サウンドＩ／Ｏ基板４６の下側に
は、遊技動作表示基板４７が配設されている。
【００５６】
　サウンドＩ／Ｏ基板４６及び遊技動作表示基板４７の左側及び右側には、上部スピーカ
４８Ｌ，４８Ｒが配設されている。そして、フロントドア２ｂの裏面における下側には、
下部スピーカ４９Ｌ，４９Ｒが配設されている。上部スピーカ４８Ｌ，４８Ｒは、それぞ
れ第１のスピーカ用孔２０Ｌ，２０Ｒに対向しており、下部スピーカ４９Ｌ，４９Ｒは、
それぞれ第２のスピーカ用孔２１Ｌ，２１Ｒに対向している。
【００５７】
　上部スピーカ４８Ｒと下部スピーカ４９Ｒとの間には、セレクタ５１と、ドア開閉監視
スイッチ５２が配設されている。セレクタ５１は、メダルの材質や形状等が適正であるか
否かを選別する装置であり、メダル投入口１３に受け入れられた適正なメダルをホッパー
装置３４へ案内する。セレクタ５１内においてメダルが通過する経路上には、適正なメダ
ルが通過したことを検出するメダルセンサ（不図示）が設けられている。
【００５８】
　ドア開閉監視スイッチ５２は、フロントドア２ｂを裏面側から見て、セレクタ５１の左
側に配置されている。このドア開閉監視スイッチ５２は、フロントドア２ｂの開閉を報知
するためのセキュリティー信号を出力する。
【００５９】
　フロントドア２ｂを裏面側から見て、セレクタ５１の右側には、ドア中継基板５３（図
１９参照）を収容するドア中継基板ケース１５１が配設されている。このドア中継基板５
３は、主制御基板３１（図５参照）と、各種のボタンやスイッチ、副制御基板４１（図５
参照）、遊技動作表示基板４７及びセレクタ５１との配線を中継する基板である。そして
、このドア中継基板５３は、光ケーブル、接続コネクタや各種配線（ハーネス）を介して
各種の基板と接続される。なお、各種のボタン及びスイッチとしては、例えば、ＭＡＸベ
ットボタン１４、ドア開閉監視スイッチ５２、後述するＢＥＴスイッチ５５及びスタート
スイッチ５７等を挙げることができる。また、ドア中継基板ケース１５１の詳細な構成は
、後述する。
【００６０】
　ドア中継基板ケース１５１の下側には、２４ｈドア開閉監視ユニット５４が配設されて
いる。この２４ｈドア開閉監視ユニット５４は、フロントドア２ｂの開閉の履歴を保存す
る。また、フロントドア２ｂを開放したとき、又はセレクタ５１を取り外したときに、液
晶表示装置１１にエラー表示を行うための信号を副制御基板４１（副制御回路８１）に出
力する。
【００６１】
　また、図４に示すように、フロントドア２ｂの裏面には、各種のハーネス（配線）を束
ねて保持する複数のハーネスフック１８１が設けられている。このハーネスフック１８１
は、ドア本体９を構成するベース部材９ａと一体に成型されている。さらに、ドア中継基
板ケース１５１とサウンドＩ／Ｏ基板４６の間で、かつストップボタン１７Ｌ，１７Ｃ，
１７Ｒ（図２参照）と対向する位置に配置されたハーネスフックユニット１８０（図１４
参照）は、ハーネスフックカバー１９０によって覆われている。なお、ハーネスフック１
８１及びハーネスフックカバー１９０の詳細な構成は、後述する。
【００６２】
＜パチスロが備える制御系＞
　次に、パチスロ１が備える制御系について、図５を参照して説明する。
　図５は、パチスロ１の制御系を示すブロック図である。
【００６３】
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　パチスロ１は、キャビネット２ａに配設された主制御基板３１と、フロントドア２ｂに
配設された副制御基板４１を有している。
　主制御基板３１には、設定用鍵型スイッチ３２と、外部集中端子板３３と、ホッパー装
置３４と、リール中継端子板３８と、電源装置３６の電源基板３６ｂと、メダル補助庫ス
イッチ３９が接続されている。設定用鍵型スイッチ３２、外部集中端子板３３及びホッパ
ー装置３４については、上述したため、説明を省略する。
【００６４】
　電源装置３６の電源基板３６ｂには、電源スイッチ３６ａと電源プラグ３６ｃが接続さ
れている。電源プラグ３６ｃと、この電源プラグ３６ｃと電源基板３６ｂを接続するコー
ドは、キャビネット２ａの背面部に設けられた貫通孔（不図示）から引き出される。そし
て、電源プラグ３６ｃは、パチスロ１の外部に設けられた電源コンセントの差し込み口に
差し込まれる。
【００６５】
　リール中継端子板３８は、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒのリール本体の内側に配設されて
いる。このリール中継端子板３８は、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒのステッピングモータ（
不図示）に電気的に接続されており、主制御基板３１からステッピングモータに出力され
る信号を中継する。
【００６６】
　メダル補助庫スイッチ３９は、メダル補助庫３５に設けられている。このメダル補助庫
スイッチ３９は、メダル補助庫３５がメダルで満杯になっているか否かを検出する。
【００６７】
　また、主制御基板３１には、ドア中継基板５３を介して、セレクタ５１、ドア開閉監視
スイッチ５２、遊技動作表示基板４７、ＢＥＴスイッチ５５、精算スイッチ５６、スター
トスイッチ５７、ストップスイッチ基板５８及び副中継基板４３が接続されている。セレ
クタ５１、ドア開閉監視スイッチ５２及び遊技動作表示基板４７については、上述したた
め、説明を省略する。
【００６８】
　ＢＥＴスイッチ５５は、ＭＡＸベットボタン１４又は１ＢＥＴボタン１５が遊技者によ
り押されたことを検出する。精算スイッチ５６は、精算ボタンが遊技者により押されたこ
とを検出する。スタートスイッチ５７は、スタートレバー１６が遊技者により操作された
こと（開始操作）を検出する。
【００６９】
　ストップスイッチ基板５８は、回転しているリールを停止させるための回路と、停止可
能なリールをＬＥＤなどにより表示するための回路を構成する基板である。このストップ
スイッチ基板５８には、ストップスイッチが設けられている。このストップスイッチは、
各ストップボタン１７Ｌ，１７Ｃ，１７Ｒが遊技者により押されたこと（停止操作）を検
出する。
【００７０】
　遊技動作表示基板４７には、７セグ表示器６とＬＥＤ５９が接続されている。遊技動作
表示基板４７は、投入されたメダルの枚数を７セグ表示器６に表示させる。ＬＥＤ５９は
、例えば、遊技の開始を表示するマークや再遊技を行うマークなどを点灯させる。
【００７１】
　副制御基板４１は、ドア中継基板５３と副中継基板４３を介して主制御基板３１に接続
されている。この副制御基板４１には、副中継基板４３を介して、ＬＥＤ基板４５Ａ，４
５Ｂ，４５Ｃ、サウンドＩ／Ｏ基板４６、２４ｈドア開閉監視ユニット５４が接続されて
いる。これらＬＥＤ基板４５Ａ，４５Ｂ，４５Ｃ、サウンドＩ／Ｏ基板４６及び２４ｈド
ア開閉監視ユニット５４については、上述したため、説明を省略する。
【００７２】
　また、副制御基板４１には、ロムカートリッジ基板６１と、液晶中継基板６２が接続さ
れている。これらロムカートリッジ基板６１及び液晶中継基板６２は、副制御基板４１と
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共に副制御基板ケース４２に収容されている。
　ロムカートリッジ基板６１は、演出用の画像（映像）、音声、ＬＥＤ基板４５Ａ，４５
Ｂ，４５Ｃ及び通信のデータを管理するための基板である。液晶中継基板６２は、副制御
基板４１と液晶表示装置１１との配線を中継する基板である。
【００７３】
＜主制御回路＞
　次に、主制御基板３１により構成される主制御回路７１について、図６を参照して説明
する。
　図６は、パチスロ１の主制御回路７１の構成例を示すブロック図である。
【００７４】
　主制御回路７１は、主制御基板３１上に設置されたマイクロコンピュータ７２を主たる
構成要素としている。マイクロコンピュータ７２は、メインＣＰＵ７３、メインＲＯＭ７
４及びメインＲＡＭ７５により構成される。
【００７５】
　メインＲＯＭ７４には、メインＣＰＵ７３により実行される制御プログラム、データテ
ーブル、副制御回路８１に対して各種制御指令（コマンド）を送信するためのデータ等が
記憶されている。メインＲＡＭ７５には、制御プログラムの実行により決定された内部当
籤役等の各種データを格納する格納領域が設けられる。
【００７６】
　メインＣＰＵ７３には、クロックパルス発生回路７６、分周器７７、乱数発生器７８及
びサンプリング回路７９が接続されている。クロックパルス発生回路７６及び分周器７７
は、クロックパルスを発生する。メインＣＰＵ７３は、発生されたクロックパルスに基づ
いて、制御プログラムを実行する。乱数発生器７８は、予め定められた範囲の乱数（例え
ば、０～６５５３５）を発生する。サンプリング回路７９は、発生された乱数の中から１
つの値を抽出する。
【００７７】
　メインＣＰＵ７３は、リールインデックスを検出してから各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの
ステッピングモータに対してパルスを出力した回数をカウントする。これにより、メイン
ＣＰＵ７３は、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの回転角度（主に、リールが図柄何個分だけ回
転したか）を管理する。
【００７８】
　ここで、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの回転角度の管理について、具体的に説明する。ス
テッピングモータに対して出力されたパルスの数は、メインＲＡＭ７５に設けられたパル
スカウンタによって計数される。そして、図柄１つ分の回転に必要な所定回数（例えば１
６回）のパルスの出力がパルスカウンタで計数される毎に、メインＲＡＭ７５に設けられ
た図柄カウンタが１ずつ加算される。図柄カウンタは、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒに応じ
て設けられている。図柄カウンタの値は、リール位置検出部（不図示）によってリールイ
ンデックスが検出されるとクリアされる。
【００７９】
　つまり、本実施の形態では、図柄カウンタを管理することにより、リールインデックス
が検出されてから図柄何個分の回転が行われたのかを管理するようになっている。したが
って、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの各図柄の位置は、リールインデックスが検出される位
置を基準として検出される。
【００８０】
　上述したように、本実施の形態では、滑り駒数の最大数を図柄４個分に定めている。し
たがって、左ストップボタン１７Ｌが押されたときに左表示窓４Ｌの中段にある左リール
３Ｌの図柄と、その４個先の図柄までの範囲内にある各図柄が、左表示窓４Ｌの中段に停
止可能な図柄となる。
【００８１】
＜副制御回路＞
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　次に、副制御基板４１により構成される副制御回路８１について、図７を参照して説明
する。
　図７は、パチスロ１の副制御回路８１の構成例を示すブロック図である。
【００８２】
　副制御回路８１は、主制御回路７１と電気的に接続されており、主制御回路７１から送
信されるコマンドに基づいて演出内容の決定や実行等の処理を行う。副制御回路８１は、
基本的に、サブＣＰＵ８２、サブＲＡＭ８３、レンダリングプロセッサ８４、描画用ＲＡ
Ｍ８５、ドライバ８６を含んで構成されている。
【００８３】
　サブＣＰＵ８２は、主制御回路７１から送信されたコマンドに応じて、ロムカートリッ
ジ基板６１に記憶されている制御プログラムに従い、映像、音、光の出力の制御を行う。
ロムカートリッジ基板６１は、基本的に、プログラム記憶領域とデータ記憶領域によって
構成される。
【００８４】
　プログラム記憶領域には、サブＣＰＵ８２が実行する制御プログラムが記憶されている
。例えば、制御プログラムには、主制御回路７１との通信を制御するための主基板通信タ
スクや、演出用乱数値を抽出し、演出内容（演出データ）の決定及び登録を行うための演
出登録タスクが含まれる。また、決定した演出内容に基づいて液晶表示装置１１（図５参
照）による映像の表示を制御する描画制御タスク、ランプ群２２による光の出力を制御す
るランプ制御タスク、スピーカ４８Ｌ，４８Ｒ，４９Ｌ，４９Ｒによる音の出力を制御す
る音声制御タスク等が含まれる。
【００８５】
　データ記憶領域は、各種データテーブルを記憶する記憶領域、各演出内容を構成する演
出データを記憶する記憶領域、映像の作成に関するアニメーションデータを記憶する記憶
領域が含まれている。また、ＢＧＭや効果音に関するサウンドデータを記憶する記憶領域
、光の点消灯のパターンに関するランプデータを記憶する記憶領域等が含まれている。
【００８６】
　サブＲＡＭ８３は、決定された演出内容や演出データを登録する格納領域や、主制御回
路７１から送信される内部当籤役等の各種データを格納する格納領域が設けられている。
【００８７】
　サブＣＰＵ８２、レンダリングプロセッサ８４、描画用ＲＡＭ（フレームバッファを含
む）８５及びドライバ８６は、演出内容により指定されたアニメーションデータに従って
映像を作成し、作成した映像を液晶表示装置１１に表示させる。
【００８８】
　また、サブＣＰＵ８２は、演出内容により指定されたサウンドデータに従ってＢＧＭ等
の音をスピーカ４８Ｌ，４８Ｒ，４９Ｌ，４９Ｒにより出力させる。また、サブＣＰＵ８
２は、演出内容により指定されたランプデータに従ってランプ群２２の点灯及び消灯を制
御する。
【００８９】
＜副中継基板及び副中継基板カバーの構成＞
　次に、副中継基板４３及び副中継基板カバー１２１の構成について、図８～図１３を参
照して説明する。
　図８は、副中継基板カバー１２１を外した状態を示す斜視図、図９は、副中継基板カバ
ー１２１を取り付けた状態を示す斜視図、図１０は、副中継基板カバー１２１を示す斜視
図である。図１１は、副制御基板ケース４２及び副中継基板カバー１２１を示す断面図、
図１２及び図１３は、副中継基板４３及び副中継基板カバー１２１を示す断面図である。
【００９０】
　図８に示すように、副中継基板４３には、副制御基板接続コネクタ４３ａと、音量スイ
ッチ４３ｂと、光ケーブルが接続される光コネクタ４３ｃと、不図示のコネクタとが設け
られている。副制御基板接続コネクタ４３ａは、副中継基板４３における一側、すなわち
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副制御基板ケース４２側に配置され、不図示のコネクタは、副中継基板４３における他側
、すなわちＬＥＤ基板４５Ｂ側に配置されている。そして、副中継基板４３と副制御基板
４１（図５参照）は、副制御基板接続コネクタ４３ａを介して接続される。また、副制御
基板４１は、副中継基板４３の一面と略平行にスライドさせて接続される。なお、図１３
に示すように、副中継基板４３は、ドア本体９を構成するベース部材９ａに載置されて、
ヒンジ２００の近傍に配置される。
【００９１】
　さらに、音量スイッチ４３ｂと光コネクタ４３ｃは、副中継基板４３における副制御基
板接続コネクタ４３ａと不図示のコネクタの間に配置されている。光コネクタ４３ｃの接
続向きは、副中継基板４３の基板平面に対して略垂直な方向に向いている。そのため、本
例では、光ケーブルは、副中継基板４３の基板平面に対して略垂直な方向から接続される
。
【００９２】
　また、副中継基板４３における光コネクタ４３ｃ及び音量スイッチ４３ｂ側の一面は、
副中継基板ケース１３１によって覆われている。副中継基板ケース１３１には、音量スイ
ッチ４３ｂを外部に露出させるスイッチ開口部１３２と、光コネクタ４３ｃを外部に露出
させるコネクタ開口部１３３とが設けられている。コネクタ開口部１３３は、略四角形状
に開口している。そして、コネクタ開口部１３３を形成する４辺のうちスイッチ開口部１
３２から一番離れた一辺には、カバー片１３３ａ（図１２参照）が形成されている。カバ
ー片１３３ａは、副中継基板ケース１３１の平面から副中継基板４３と離反する方向に突
出している。また、副中継基板ケース１３１は、固定用ボス孔１３４と、封印キャップ１
４６（図９参照）が圧入されるキャップ圧入孔１３５とを有している。
【００９３】
　さらに、副中継基板４３の他側には、副中継基板ケース１３１におけるＬＥＤ基板４５
Ｂ側の開口を塞ぐようにして、副中継基板シート１４１が配置されている。副中継基板シ
ート１４１は、略長方形をなす平面部１４１ａと、平面部１４１ａの短手方向の一側から
略垂直に連続する側面部１４１ｂと、平面部１４１ａの長手方向の一側から略垂直に連続
する上面部１４１ｃとを有している。平面部１４１ａには、副中継基板シート１４１を配
置した際に、光コネクタ４３ｃと対応する位置に切り欠き１４１ｄが形成されている。副
中継基板シート１４１を配置した際に、上面部１４１ｃは、副中継基板４３と副中継基板
ケース１３１におけるヒンジ２００側の隙間、及び副中継基板４３とベース部材９ａにお
けるヒンジ２００側の一部を覆う。
【００９４】
　また、図９に示すように、副中継基板シート１４１の平面部１４１ａの一部と、副中継
基板ケース１３１を覆うようにして、副中継基板カバー１２１が副中継基板ケース１３１
に取り付けられている。図９及び図１０に示すように、副中継基板カバー１２１は、主面
部１２２と、接続カバー面部１２３と、コネクタガイド部１２４と、段差面部１２５と、
側壁部１２６と、３つのカバー片１２７ａ，１２７ｂ，１２７ｃとを有している。
【００９５】
　主面部１２２は、略長方形に形成されており、副中継基板ケース１３１及び副中継基板
シート１４１の平面部１４１ａの一部を覆う。主面部１２２における短手方向の一側には
、主面部１２２から所定の段差をもって連続する接続カバー面部１２３が設けられている
。接続カバー面部１２３は、主面部１２２と略平行をなして形成されている。
【００９６】
　図９及び図１１に示すように、副中継基板カバー１２１を副中継基板ケース１３１に取
り付けた際、接続カバー面部１２３は、副制御基板４１と副中継基板４３とを接続する副
制御基板接続コネクタ４３ａに対向して配置される。そして、接続カバー面部１２３は、
副制御基板４１と副中継基板４３との隙間を覆う。これにより、特殊な器具やワイヤが、
副制御基板４１と副中継基板４３との隙間や、副制御基板接続コネクタ４３ａへ侵入する
ことを防ぐことができ、不正行為を防止することが可能となる。
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【００９７】
　また、図９及び図１０に示すように、コネクタガイド部１２４は、主面部１２２におけ
る長手方向の一側で、かつ短手方向の他側に配置されている。コネクタガイド部１２４は
、中空の縦長のドーム状に形成されている。そして、コネクタガイド部１２４は、主面部
１２２から接続カバー面部１２３と反対方向に向けて膨出している。
【００９８】
　また、コネクタガイド部１２４は、第１のガイド面１２４ａと、第１のガイド面１２４
ａに連続する第２のガイド面１２４ｂと、第２のガイド面１２４ｂに連続する第３のガイ
ド面１２４ｃと、２つの対向面１２４ｅ、１２４ｆとを有している。第２のガイド面１２
４ｂは、湾曲しており、第１のガイド面１２４ａと第３のガイド面１２４ｃは対向してい
る。また、第１の対向面１２４ｅは、第１のガイド面１２４ａ、第２のガイド面１２４ｂ
及び第３のガイド面１２４ｃに略垂直に連続している。そして、第２の対向面１２４ｆは
、第１の対向面１２４ｅと対向し、第１のガイド面１２４ａ、第２のガイド面１２４ｂ及
び第３のガイド面１２４ｃに略垂直に連続している。さらに、第２の対向面１２４ｆには
、第１の対向面１２４ｅ側へ凹んだ窪み部１２４ｇが形成されている。
【００９９】
　また、第３のガイド面１２４ｃにおける第２のガイド面１２４ｂと反対側の端部には、
挿通部１２４ｄが形成されている。挿通部１２４ｄは、第３のガイド面１２４ｃにおける
第２のガイド面１２４ｂと反対側の端部を略Ｕ字状に切り欠くことで形成さていれる。さ
らに、第３のガイド面１２４ｃと挿通部１２４ｄとの間には、突部１２４ｈが形成されて
いる。突部１２４ｈは、第３のガイド面１２４ｃから第１のガイド面１２４ａと反対方向
に向けて突出している。
【０１００】
　また、図８及び図９に示すように、コネクタガイド部１２４は、副中継基板カバー１２
１を副中継基板ケース１３１に取り付けた際に、副中継基板４３における光コネクタ４３
ｃと対向する位置に配置される。そして、コネクタガイド部１２４は、副中継基板４３に
おける光コネクタ４３ｃ及び光コネクタ４３ｃに接続された光ケーブルを覆う。
【０１０１】
　また、図１０に示すように、第１のガイド面１２４ａは、光コネクタ４３ｃに接続され
た光ケーブルＬ１を、副中継基板４３の基板平面に対して略垂直な方向に向けて略直線状
にガイドする。第２のガイド面１２４ｂは、光ケーブルＬ１を緩やかに湾曲させてガイド
する。そして、第３のガイド面１２４ｃは、第２のガイド面１２４ｂでガイドされた光ケ
ーブルＬ１を、第１のガイド面１２４ａと同様に、副中継基板４３の基板平面に対して略
垂直な方向に略直線状にガイドする。さらに、挿通部１２４ｄには、第１のガイド面１２
４ａ、第２のガイド面１２４ｂ及び第３のガイド面１２４ｃによってガイドされた光ケー
ブルＬ１が挿通する。光ケーブルＬ１は、第３のガイド面１２４ｃにおける第１のガイド
面１２４ａと対向する一面側から反対側の他面側に引き出される。これにより、光コネク
タ４３ｃ（図８参照）に接続された光ケーブルＬ１は、図１１に示すように、副中継基板
カバー１２１から副中継基板シート１４１によって覆われた領域に引き出される。
【０１０２】
　また、３つのカバー片１２７ａ，１２７ｂ，１２７ｃは、コネクタガイド部１２４に連
続して形成されている。第１のカバー片１２７ａは、第１のガイド面１２４ａに連続し、
第２のカバー片１２７ｂは、第１の対向面１２４ｅに連続し、第３のカバー片１２７ｃは
、第２の対向面１２４ｆに連続している。そして、３つのカバー片１２７ａは、主面部１
２２から略垂直にコネクタガイド部１２４と反対方向に向けて突出している。また、３つ
のカバー片１２７ａ，１２７ｂ，１２７ｃは、略コの字状に形成されている。
【０１０３】
　図１２に示すように、副中継基板カバー１２１を副中継基板ケース１３１に取り付けた
際に、３つのカバー片１２７ａ，１２７ｂ，１２７ｃは、副中継基板ケース１３１のコネ
クタ開口部１３３におけるカバー片１３３ａを設けた一辺を除く残りの３辺に配置される
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。これにより、副中継基板４３の光コネクタ４３ｃは、副中継基板ケース１３１のカバー
片１３３ａと、副中継基板カバー１２１の３つのカバー片１２７ａ（図１０参照），１２
７ｂ，１２７ｃによって光ケーブルとの接続方向を除くその他の面が囲まれる。
【０１０４】
　光コネクタ４３ｃは、コネクタガイド部１２４によって覆われる。これにより、特殊な
器具やワイヤが光コネクタ４３ｃへ侵入することを防ぐことができ、不正行為を防止する
ことが可能となる。また、光ケーブルＬ１を伝って光コネクタ４３ｃへ侵入するためには
、湾曲した第２のガイド面１２４ｂを通る必要がある。そのため、器具やワイヤが光ケー
ブルＬ１の接続部まで到達することを困難にすることができ、より確実に不正行為を防止
することができる。
【０１０５】
　また、光コネクタ４３ｃは、コネクタガイド部１２４だけでなく、副中継基板ケース１
３１のカバー片１３３ａと、副中継基板カバー１２１の３つのカバー片１２７ａ，１２７
ｂ，１２７ｃによって周囲が囲まれる。そのため、副中継基板シート１４１と副中継基板
カバー１２１の隙間から器具やワイヤを挿入しても、副中継基板ケース１３１のカバー片
１３３ａと、副中継基板カバー１２１の３つのカバー片１２７ａ，１２７ｂ，１２７ｃに
当接する。これにより、光コネクタ４３ｃへの侵入をより確実に防ぐことができ、不正行
為を防止することができる。
【０１０６】
　さらに、光ケーブルＬ１を通す挿通部１２４ｄは、副中継基板シート１４１によって覆
われた領域内に配置される。また、挿通部１２４ｄの近傍には、突部１２４ｈを設けてい
る。そのため、器具やワイヤは、副中継基板シート１４１や突部１２４ｈに当接する。し
たがって、不正行為を行うための器具やワイヤを挿通部１２４ｄから副中継基板カバー１
２１内へ侵入させることも困難なものとなっており、より確実に不正行為を防止すること
ができる。
【０１０７】
　また、図８及び図１０に示すように、コネクタガイド部１２４における窪み部１２４ｇ
には、封印キャップ１４６（図９参照）が装着されるキャップ装着部１２８が設けられて
いる。また、封印キャップ１４６（図９参照）の内側には、副中継基板カバー１２１を副
中継基板ケース１３１に固定するための固定用ねじ（不図示）が配置される。そのため、
封印キャップ１４６（図９参照）を破壊しない限り、固定用ねじに工具が到達できないよ
うにしている。従って、封印キャップ１４６を破壊して固定用ねじを外し、副中継基板ケ
ース１２１を取り外すと、その痕跡が残る。
【０１０８】
　さらに、接続カバー面部１２３とコネクタガイド部１２４の間には、段差面部１２５が
設けられている。段差面部１２５は、接続カバー面部１２３から所定の段差をもって略平
行に連続して形成されている。この段差面部１２５には、カバー側スイッチ開口部１２５
ａが設けられている。図９に示すように、副中継基板カバー１２１を副中継基板ケース１
３１に固定した際に、カバー側スイッチ開口部１２５ａからは、音量スイッチ４３ｂが外
部に露出する。
【０１０９】
　また、図８及び図１０に示すように、コネクタガイド部１２４及び段差面部１２５にお
ける主面部１２２と反対側の端部からは、側壁部１２６が連続して形成されている。側壁
部１２６は、コネクタガイド部１２４の突出方向と反対方向に向けて段差面部１２５から
略垂直に連続している。図９、図１２及び図１３に示すように、側壁部１２６は、副中継
基板４３、副中継基板ケース１３１及びベース部材９ａと、ヒンジ２００の間に配置され
る。側壁部１２６は、副中継基板４３と副中継基板ケース１３１におけるヒンジ２００側
の隙間、及び副中継基板４３とベース部材９ａにおけるヒンジ２００側の隙間の残りを全
て覆う。これにより、この隙間から、副中継基板４３に器具やワイヤが侵入されることを
防ぐことができる。
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【０１１０】
　さらに、側壁部１２６には、ヒンジ２００側に向けて突出するリブ１２６ａが設けられ
ている。リブ１２６ａは、ヒンジ２００と副制御基板ケース４２及び副中継基板ケース１
３１との間の隙間を埋めている。そのため、フロントドア２ｂのヒンジ２００の隙間から
器具やワイヤ等を挿入させても、側壁部１２６や、側壁部１２６のリブ１２６ａに当接す
る。これにより、フロントドア２ｂのヒンジ２００の隙間を用いて行われる不正行為を防
ぐことができる。
【０１１１】
　また、図８に示すように、副中継基板カバー１２１は、複数の固定用ボス孔１２９を有
している。そして、副中継基板カバー１２１の固定用ボス孔１２９及び副中継基板ケース
１３１の固定用ボス孔１３４に固定用ねじ１４５を螺合する。これにより、副中継基板カ
バー１２１は、固定用ねじ１４５によって副中継基板ケース１３１に締結固定される。
【０１１２】
　なお、本例では、副中継基板カバー１２１が、副中継基板４３における基板平面の一面
を覆った例を説明したが、これに限定されるものではない。副中継基板カバー１２１は、
副中継基板４３の電子部品が実装される基板平面の一面だけでなく、副中継基板４３の側
方も覆い、副中継基板４３を収容するように構成してもよい。
【０１１３】
＜ハーネスフックカバー及びハーネスフックユニットの構成＞
　次に、図１４～図１７を参照して、ハーネスフックカバー１９０及びハーネスフックユ
ニット１８０の構成について説明する。
　図１４は、ハーネスフックカバー１９０を外した状態を示す斜視図、図１５は、ハーネ
スフックユニット１８０を示す分解斜視図、図１６は、ハーネスフックユニット１８０を
示す斜視図、である。図１７は、ハーネスフックカバー１９０を示す斜視図である。
【０１１４】
　図１４に示すように、ハーネスフックカバー１９０には、２つのハーネスフックユニッ
ト１８０，１８０が設けられている。上述したように、２つのハーネスフックユニット１
８０，１８０は、ストップボタン１７Ｌ，１７Ｃ，１７Ｒ（図２参照）と対向する位置に
配置されている。ここで、ストップボタン１７Ｌ，１７Ｃ，１７Ｒ等の遊技者の操作対象
となる各種装置（ＭＡＸベットボタン１４、１ＢＥＴボタン１５、スタートレバー１６、
ストップボタン１７Ｌ，１７Ｃ，１７Ｒ）は、不正行為を行うために外部から特殊な器具
やワイヤが侵入されやすい箇所である。
【０１１５】
　図１５に示すように、ハーネスフックユニット１８０は、ハーネスフック１８１と、穴
埋め部材１８２とを有している。上述したように、ハーネスフック１８１は、ドア本体９
を構成するベース部材９ａと一体に成型されている。そのため、ベース部材９ａにおける
ハーネスフック１８１が設けられた箇所には、略四角形状に開口した成型孔１８３が形成
される。
【０１１６】
　ハーネスフック１８１は、一対の係止爪１８４，１８４を有している。一対の係止爪１
８４，１８４は、互いに対向して設けられている。係止爪１８４は、ベース部材９ａから
略垂直に立設する脚部１８４ａと、脚部１８４ａの先端部から略垂直に連続する爪部１８
４ｂと、からなる。一対の係止爪１８４，１８４の脚部１８４ａの間には、成型孔１８３
が形成される。爪部１８４ｂは、対向する係止爪１８４の爪部１８４ｂに接近するように
して脚部１８４ａから略垂直に屈曲している。これにより、ハーネスフック１８１は、一
対の係止爪１８４，１８４のそれぞれの脚部１８４ａ，１８４ａ及び爪部１８４ｂ，１８
４ｂによって、一対の係止爪１８４，１８４が対向する方向と直交し、かつベース部材９
ａの平面と略平行をなす方向に開口１８８が形成される。そして、一対の係止爪１８４，
１８４の間には、破線で示すハーネスＨ１が束ねられた状態で取り付けられる。
【０１１７】
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　穴埋め部材１８２は、互いに対向する一対の対向片１８５，１８５と、一対の対向片１
８５，１８５を接続する略長方形状の接続片１８６と、からなる。接続片１８６は、成型
孔１８３の開口面積よりも大きく形成されている。また、接続片１８６における短手方向
の長さは、ハーネスフック１８１における一対の係止爪１８４，１８４の脚部１８４ａ，
１８４ａの間隔と略等しく、あるいは若干大きく設定されている。接続片１８６における
短手方向の両端からは、一対の対向片１８５、１８５が略垂直に設けられている。これに
より、一対の対向片１８５，１８５の間には、所定の間隔が形成されている。
【０１１８】
　一対の対向片１８５には、互いに対向する面と反対側の一面に２つの係止突起１８５ａ
，１８５ａがそれぞれ設けられている。２つの係止突起１８５ａ，１８５ａは、係止爪１
８４における脚部１８４ａの幅方向の長さと略等しい間隔を開けて対向片１８５の一面に
形成されている。また、係止突起１８５ａは、断面形状が略台形状に形成されている。図
１６に示すように、この一対の係止突起１８５ａ，１８５ａには、係止爪１８４の脚部１
８４ａが係止される。
【０１１９】
　また、図１５に示すように、対向片１８５における接続片１８６と反対側の一端部には
、係止凹部１８５ｂが形成されている。係止凹部１８５ｂは、対向片１８５の一端部から
接続片１８６に向けて所定の長さで凹んでいる。図１６に示すように、この係止凹部１８
５ｂには、係止爪１８４の爪部１８４ｂが係止される。
【０１２０】
　図１５に示すように、上述した構成を有する穴埋め部材１８２は、ハーネスＨ１が延在
する方向に沿って、ハーネスフック１８１の開口１８８から一対の係止爪１８４，１８４
の間に嵌め込まれる。このとき、係止爪１８４の脚部１８４ａが係止突起１８５ａを乗り
越える際に、係止爪１８４が弾性変形する。そして、さらに穴埋め部材１８２を挿入する
と、図１６に示すように、一対の係止突起１８５ａ，１８５ａの間に、係止爪１８４の脚
部１８４ａが係止されると共に、係止凹部１８５ｂに係止爪１８４の爪部１８４ｂが係止
される。これにより、穴埋め部材１８２がハーネスフック１８１に取り付けられ、穴埋め
部材１８２における一対の対向片１８５，１８５の間にハーネスＨ１が挿通する。
【０１２１】
　また、一対の係止爪１８４，１８４の間に形成された成型孔１８３は、穴埋め部材１８
２の接続片１８６によって塞がれる。これにより、ハーネスフック１８１の成型孔１８３
から不正を行うための器具やワイヤが侵入することを防ぐことができ、不正行為を防止す
ることができる。
【０１２２】
　さらに、穴埋め部材１８２をハーネスＨ１が延在する方向に沿って一対の係止爪１８４
，１８４の間に挿入することで、ハーネスＨ１をハーネスフック１８１に取り付けた状態
で、穴埋め部材１８２をハーネスフック１８１に取り付けることができる。これにより、
ハーネスＨ１を傷つけることなく、ハーネスフック１８１と穴埋め部材１８２によってハ
ーネスＨ１をより確実に保持することができる。
【０１２３】
　また、図１７に示すように、ハーネスフックカバー１９０は、略長方形状の第１面部１
９０ａと、第１面部１９０ａの短手方向の一端から略垂直に連続する第２面部１９０ｂと
、第１面部１９０ａの短手方向の他端から略垂直に連続する第３面部１９０ｃと、を有し
ている。また、ハーネスフックカバー１９０は、２つのハーネスフックユニット１８０を
覆う２つのカバー部１９１，１９１を有している。２つのカバー部１９１，１９１は、第
１面部１９０ａの長手方向の両端に設けられている。そして、カバー部１９１には、ハー
ネスＨ１が挿通するための切り欠き１９１ａが形成されている。
【０１２４】
　また、ハーネスフックカバー１９０には、固定用ねじ１９７（図１４参照）が螺合する
固定用ボス孔１９５が設けられている。そして、ハーネスフックカバー１９０は、固定用
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ねじ１９７によってドア本体９に締結固定される。
【０１２５】
　このように、ハーネスフックカバー１９０によって、ハーネスフックユニット１８０及
びハーネスＨ１を覆うことで、不正行為を行うために外部から特殊な器具やワイヤがキャ
ビネット２ａ及びフロントドア２ｂの内部へ侵入されやすい箇所を確実に保護することが
できる。
【０１２６】
　なお、本例では、成型孔１８３を塞ぐ穴埋め部材１８２を、ストップボタン１７Ｌ，１
７Ｃ，１７Ｒ（図２参照）と対向する位置に配置されたハーネスフック１８１のみに取り
付けた例を説明したが、これに限定されるものではない。例えば、全てのハーネスフック
１８１に、成型孔１８３を塞ぐ穴埋め部材１８２を取り付けてもよい。
【０１２７】
＜ドア中継基板ケースの構成＞
　次に、ドア中継基板ケース１５１の構成について図１８～図２１を参照して説明する。
　図１８は、ドア中継基板ケース１５１を示す斜視図、図１９は、ドア中継基板５３及び
ドア中継基板ケース１５１を示す分解斜視図である。図２０は、上ケース部材１５２を外
した状態を示す斜視図、図２１は、ドア中継基板ケース１５１の要部を示す断面図である
。
【０１２８】
　図１８及び図１９に示すように、ドア中継基板ケース１５１には、ドア中継基板５３が
収容されている。図１９に示すように、ドア中継基板５３は、略長方形状に形成されてい
る。ドア中継基板５３におけるベース部材９ａと対向する一面と反対側の一面（実装面）
５３ｆには、光コネクタ５３ａ及び各種の電子部品が実装されている。光コネクタ５３ａ
の接続向きは、ドア中継基板５３の基板平面と略平行な方向に向いている。そのため、本
例では、光ケーブルは、ドア中継基板の基板平面と略平行な方向から接続される。また、
ドア中継基板５３には、複数の位置決め孔５３ｂと、固定孔５３ｃが設けられている。
【０１２９】
　ドア中継基板ケース１５１は、中空の上ケース部材１５２と、下ベース部１５６と、２
つの侵入防止部材１６２，１６３と、を有している。
【０１３０】
　上ケース部材１５２は、略長方形の上面板１５２ａと、この上面板１５２ａの４辺にそ
れぞれ略垂直に連続する側面板１５２ｂ，１５２ｃ，１５２ｄ，１５２ｅと、を有してい
る。上面板１５２ａには、ドア中継基板５３の実装面５３ｆに実装された電子部品との干
渉を避けるための複数の凹部が形成されている。この上面板１５２ａは、ドア中継基板５
３における実装面５３ｆの上方を覆う。
【０１３１】
　第１の側面板１５２ｂは、上面板１５２ａの短手方向の一端から略垂直に連続し、第２
の側面板１５２ｃは、上面板１５２ａの短手方向の他端から略垂直に連続している。そし
て、第１の側面板１５２ｂと第２の側面板１５２ｃは、上面板１５２ａを間に挟んで対向
する。第３の側面板１５２ｄは、上面板１５２ａの長手方向の一端から略垂直に連続し、
第４の側面板１５２ｅは、上面板１５２ａの長手方向の他端から略垂直に連続している。
そして、第３の側面板１５２ｄと第４の側面板１５２ｅは、上面板１５２ａを間に挟んで
対向する。
【０１３２】
　第３の側面板１５２ｄには、不図示の固定用ねじが螺合する固定用ボス部１５５が設け
られている。第１の側面板１５２ｂには、第１のコネクタカバー部１５３と、第２のコネ
クタカバー部１５４が形成されている。第１のコネクタカバー部１５３と第２のコネクタ
カバー部１５４は、第１の側面板１５２ｂの長手方向に所定の間隔を開けて配置されて、
ドア中継基板５３に実装された光コネクタ５３ａと対向する位置に形成されている。また
、第１のコネクタカバー部１５３及び第２のコネクタカバー部１５４の一部は、第１の側
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面板１５２ｂから第２の側面板１５２ｃと反対側に向けて突出している。
【０１３３】
　第１のコネクタカバー部１５３及び第２のコネクタカバー部１５４は、上面板１５２ａ
と反対側の一面が開口した中空の略矩形状に形成されている。第１のコネクタカバー部１
５３は、略長方形状の上面１５３ａと、上面１５３ａの短手方向の両端から略垂直に連続
する一対の側面１５３ｂと、上面の長手方向の一端から略垂直に連続する前面１５３ｃと
を有している。上面１５３ａは、上面板１５２ａから略平行に所定の段差をもって凹んだ
段差面である。前面１５３ｃには、略Ｕ字状に開口し、光ケーブルが挿通するケース側凹
部１５３ｄが形成されている。また、前面１５３ｃにおけるケース側凹部１５３ｄの縁部
には、前面１５３ｃから略垂直に突出するフランジ部１５３ｅが設けられている。
【０１３４】
　第２のコネクタカバー部１５４は、第１のコネクタカバー部１５３と同様に、上面１５
４ａと、一対の側面１５４ｂと、前面１５４ｃとを有している。そして、前面１５４ｃに
は、略Ｕ字状に開口するケース側凹部１５４ｄ及びフランジ部１５４ｅが形成されている
。
【０１３５】
　また、図１９及び図２０に示すように、下ベース部１５６は、ベース部材９ａと一体に
形成されている。なお、下ベース部１５６は、ドア本体９のベース部材９ａと別体に形成
してもよい。
【０１３６】
　下ベース部１５６は、一面が開口した略直方体状に形成されている。下ベース部１５６
は、ドア中継基板５３が載置する載置部１５６ａと、ドア中継基板５３の周囲を囲む４つ
の側面部１５６ｂ，１５６ｃ，１５６ｄ，１５６ｅを有している。載置部１５６ａ及び４
つの側面部１５６ｂ，１５６ｃ，１５６ｄ，１５６ｅは、ベース部材９ａの一面から略垂
直に突出するリブ片である。
【０１３７】
　また、第１の側面部１５６ｂと第２の側面部１５６ｃは、ドア中継基板５３の２つの長
辺を覆い、第３の側面部１５６ｄと第４の側面部１５６ｅは、ドア中継基板５３の２つの
短辺を覆う。第１の側面部１５６ｂと第２の側面部１５６ｃは、互いに対向し、第３の側
面部１５６ｄと第４の側面部１５６ｅは、互いに対向している。
【０１３８】
　第１の側面部１５６ｂには、２つのケーブル支持部１６０，１６１を有している。２つ
のケーブル支持部１６０，１６１は、第１の側面部１５６ｂの長手方向に所定の間隔を開
けて配置されて、ドア中継基板５３に実装された光コネクタ５３ａと対応する位置に形成
されている。また、２つのケーブル支持部１６０，１６１は、第１の側面部１５６ｂから
第２の側面部１５６ｃと反対方向に向けて突出している。また、２つのケーブル支持部１
６０，１６１には、後述する侵入防止部材１６２，１６３が取り付けられる取付部１６０
ａ，１６１ａが設けられている。
【０１３９】
　また、下ベース部１５６には、複数の位置決めピン１５７と、固定用ボス孔１５８が設
けられている。図２０に示すように、複数の位置決めピン１５７は、ドア中継基板５３に
設けた位置決め孔５３ｂに挿入する。これにより、下ベース部１５６に対するドア中継基
板５３の位置決めが行われる。また、固定用ボス孔１５８には、不図示の固定用ねじが螺
合される。
【０１４０】
　図１９及び図２０に示すように、侵入防止部材１６２，１６３は、略直方体状に形成さ
れている。また、侵入防止部材１６２，１６３には、それぞれ略Ｕ字状に開口し、かつ光
ケーブルが挿通するケーブル用凹部１６２ａ，１６３ｂが設けられている。図２１に示す
ように、ケーブル用凹部１６２ａ，１６３ｂは、侵入防止部材１６２，１６３における下
ベース１５６のケーブル支持部１６０側の一面から、この一面と対向する他面にかけて連
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続して形成される。第１の侵入防止部材１６２には、取付部１６０ａに装着される装着凹
部１６２ｂが設けられている。第２の侵入防止部材１６３には、第１の侵入防止部材１６
２と同様に、取付部１６１ａに装着される不図示の装着凹部が設けられている。
【０１４１】
　図２０及び図２１に示すように、侵入防止部材１６２，１６３をそれぞれケーブル支持
部１６０，１６１に取り付けた際、ケーブル用凹部１６２ａ，１６３ｂの開放部は、ベー
ス部材９ａと反対側を向いている。
【０１４２】
　図２１に示すように、光コネクタ５３ａに光ケーブルＬ２を接続した際、下ベース部１
５６に設けたケーブル支持部１６０によって光ケーブルＬ２の根本が支持される。また、
このケーブル支持部１６０によって光ケーブルＬ２とベース部材９ａとの隙間が塞がれる
。さらに、侵入防止部材１６２のケーブル用凹部１６２ａには、光ケーブルＬ２が挿通す
ると共に、光ケーブルＬ２の一部が嵌り込む。そして、上ケース部材１５２を下ベース部
１５６に固定する。このとき、上ケース部材１５２の第１のコネクタカバー部１５３によ
ってドア中継基板５３に実装した光コネクタ５３ａが覆われる。これより、不正行為を行
うための器具やワイヤが光コネクタ５３ａに侵入することを防ぐことができる。
【０１４３】
　さらに、第１のコネクタカバー部１５３における前面１５３ｃ側の中空部に侵入防止部
材１６２が嵌り込む。このとき、侵入防止部材１６２のケーブル用凹部１６２ａと、ケー
ス側凹部１５３ｄが対向する。そして、第１のコネクタカバー部１５３のケース側凹部１
５３ｄに光ケーブルＬ２の一部が嵌り込む。そのため、ケース側凹部１５３ｄ及びフラン
ジ部１５３ｅの内壁が光ケーブルＬ２に接触する。すなわち、光ケーブルＬ２は、第１の
侵入防止部材１６２のケーブル用凹部１６２ａと第１のコネクタカバー部１５３のケース
側凹部１５３ｄによって隙間なく挟持される。
【０１４４】
　さらに、図１８に示すように、第１のコネクタカバー部１５３のケース側凹部１５３ｄ
におけるベース部材９ａ側の開口の一部は、第１の侵入防止部材１６２によって塞がれる
。同様に、第２のコネクタカバー部１５４のケース側凹部１５４ｄにおけるベース部材９
ａ側の開口の一部は、第２の侵入防止部材１６３によって塞がれる。そのため、上ケース
部材１５２を下ベース部１５６に重ね合わせた際に、光ケーブルＬ２の周囲に形成される
隙間を確実に塞ぐことができる。これにより、不正行為を行うための器具やワイヤが光コ
ネクタ５３ａに侵入することを防ぐことができる。
【０１４５】
　さらに、侵入防止部材１６２，１６３を略直方体に形成し、光ケーブルＬ２と接触する
ケーブル用凹部１６２ａ，１６２ｂに厚みを持たせている。そのため、侵入防止部材を平
板状の部材で形成した場合に比べてケーブル用凹部が光ケーブルＬ２と接触する領域を増
やすことができる。
【０１４６】
　また、この光ケーブルＬ２が挟持される箇所は、光コネクタ５３ａに接続される根本で
あるため、曲げ防止のために板金等からなる補強部材が巻回されている。そして、本例で
は、この光ケーブルＬ２の補強部材にケース側凹部１５３ｄ、１５４ｄと、ケーブル用凹
部１６２ａ，１６３ａを圧接させている。これにより、光ケーブルＬ２を曲げて、光ケー
ブルＬ２の周囲に隙間を形成することができなくなるため、より確実に不正行為を防ぐこ
とができる。
【０１４７】
　また、本例では、下ベース部１５６と侵入防止部材１６２，１６３を別部材として形成
した例を説明したが、これに限定されるものではなく、下ベース部１５６と侵入防止部材
１６２，１６３を一体に形成してもよい。
【０１４８】
＜ＭＡＸベットボタンの構成＞
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　次に、ＭＡＸベットボタン１４の構成について図２２～図２７を参照して説明する。
　図２２及び図２３は、ＭＡＸベットボタン１４を示す斜視図、図２４は、ＭＡＸベット
ボタン１４を示す分解斜視図である。図２５は、押圧部材３０３とボタンベース３０１を
示す分解斜視図、図２６は、押圧部材３０３と、ボタンベース３０１を示す斜視図、図２
７は、ＭＡＸベットボタン１４を示す断面図である。
【０１４９】
　図２２及び図２３に示すように、ＭＡＸベットボタン１４は、ボタンベース３０１と、
ボタンカバー３０２と、押圧部材３０３と、弾性規制部材３０５とを有している。押圧部
材３０３は、ボタンベース３０１に軸方向に移動可能に支持されている。そして、このＭ
ＡＸベットボタン１４は、押圧部材３０３を台座部１２（図２参照）から露出させた状態
でドア本体９に取り付けられる。なお、ＭＡＸベットボタン１４の詳細な取付方法につい
ては後述する。また、図２４に示すように、ＭＡＸベットボタン１４は、ボタンベース３
０１に取り付けられるセンサ基板３０６及びＬＥＤ基板３０７と、コイルばね３０８と、
ボタンカバー３０２をボタンベース３０１へ締結固定する固定用ねじ３０９を有している
。
【０１５０】
［センサ基板］
　センサ基板３０６は、平板状に形成されており、嵌合孔４０１と、固定孔４０２が設け
られている。また、センサ基板３０６には、フォトセンサ４１０と、コネクタ４０３が実
装されている。フォトセンサ４１０は、発光ダイオード４１１と、フォトダイオード４１
２を有するフォトインタラプタである。発光ダイオード４１１とフォトダイオード４１２
は、センサ基板３０６に固定された略Ｕ字状のブラケット４１３に支持されて、互いに対
向するように配置されている。
【０１５１】
　発光ダイオード４１１は、所定の光量の光を常に発光する。フォトダイオード４１２が
所定の光量以上の光を受光すると、フォトセンサ４１０は、ハイレベルの信号を出力する
。一方、フォトダイオード４１２が受光する光量が所定の光量に満たないと、フォトセン
サ４１０は、ローレベルの信号（押圧検知信号）を出力する。
【０１５２】
［ＬＥＤ基板］
　ＬＥＤ基板３０７は、平板状に形成されており、嵌合孔５０１が設けられている。また
、ＬＥＤ基板３０７には、ＬＥＤ５０２と、コネクタ５０３が実装されている。
【０１５３】
［ボタンベース］
　次に、ボタンベース３０１について説明する。
　図２５及び図２６に示すように、ボタンベース３０１は、押圧部材３０３を収容する略
円筒状の収容部３１１と、フランジカバー部３１２と、第１の基板取付部３１３と、を有
している。収容部３１１は、その軸方向の一端が開口している。また、図２６に示すよう
に、収容部３１１の軸方向の他端部には、他端側の開口を塞ぐ底部３１４が形成されてい
る。この収容部３１１の筒孔内には、後述する押圧部材３０３の摺動部３８７が摺動可能
に収容される。また、収容部３１１の軸方向と摺動部３８７が摺動する方向は、一致して
いる。そして、摺動部３８７の摺動する方向が、押圧部材３０３を押圧する方向となる。
【０１５４】
　底部３１４には、底部３１４を軸方向に貫通する貫通孔３１５と、一対の係合孔３１６
，３１６が形成されている。貫通孔３１５は、底部３１４の略中央に設けられている。一
対の係合孔３１６，３１６は、貫通孔３１５を間に挟んで貫通孔３１５の左右両側に設け
られている。
【０１５５】
　また、図２７に示すように、底部３１４における押圧部材３０３を収容する側の一面に
は、円環状のばね係止部３１７が形成されている。ばね係止部３１７は、底部３１４の一
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面から収容部３１１の軸方向の一側に向けて突出している。ばね係止部３１７は、コイル
ばね３０８の軸方向の他端部を係止する。そして、コイルばね３０８は、押圧部材３０３
と収容部３１１の底部３１４の間に介在される。
【０１５６】
　図２５及び図２６に示すように、収容部３１１の側周部には、螺合孔３１８と、本発明
の係止部の一例を示す２つの第１の係止部３１９と、２つの係止リブ３２０と、ＬＥＤ基
板３０７が取り付けられる第２の基板取付部３２１とが設けられている。
【０１５７】
　２つの第１の係止部３１９，３１９は、互いに対向して設けられている。第１の係止部
３１９は、舌片状に形成されており、収容部３１１の外周面における軸方向の他側に固定
されている。また、第１の係止部３１９は、収容部３１１の外周面から半径方向の外側に
突出し、収容部３１１の軸方向の一側に向けて延出している。そして、第１の係止部３１
９の先端部は、収容部３１１に固定されておらず、開放されている。そのため、第１の係
止部３１９は、弾性が付与されており、収容部３１１へ接近及び／又は離反する方向に弾
性変形可能に構成されている。また、第１の係止部３１９に先端部には、収容部３１１の
半径方向の外側に曲折する係止片３１９ａが形成されている。
【０１５８】
　螺合孔３１８は、収容部３１１の周方向において２つの第１の係止部３１９の間に設け
られている。螺合孔３１８は、収容部３１１を外周面から内周面にかけて貫通している。
また、螺合孔３１８における収容部３１１の外周面側の縁部は、ザグリ加工が施されてお
り、略円錐台形状のザグリ穴３１８ａが形成されている。
【０１５９】
　この螺合孔３１８には、抜出防止用ねじ６０１が螺合される。この抜出防止用ねじ６０
１は、皿ねじであり、頭部６０１ａの上面が平らで座面が円錐形に形成されている。また
、螺合孔３１８には、円錐台形状のザグリ穴３１８ａが形成されているため、図２７に示
すように、抜出防止用ねじ６０１の頭部６０１ａは、収容部３１１の外周面から突出しな
い。
【０１６０】
　また、図２５に示すように、螺合孔３１８における収容部３１１の周方向の両側には、
２つの係止リブ３２０が設けられている。係止リブ３２０は、収容部３１１の外周面から
半径方向の外側に向けて突出する突部である。
【０１６１】
　図２６及び図２７に示すように、第２の基板取付部３２１は、螺合孔３１８及び係止リ
ブ３２０と対向して設けられている。第２の基板取付部３２１は、２つの突条３２２と、
２つの突出部３２３と、突部３２４と、開口窓３２５とを有している。２つの突条３２２
は、収容部３１１の周方向に所定の間隔を開けて配置されている。また、２つの突条３２
２は、収容部３１１の軸方向に沿って延在している。２つの突条３２２には、ＬＥＤ基板
３０７の一面が当接する。そして、２つの突条３２２の間には、２つの突出部３２３が形
成されている。
【０１６２】
　２つの突出部３２３は、収容部３１１の周方向に所定の間隔を開けて配置されている。
また、２つの突出部３２３は、収容部３１１の軸方向の一端部に形成されている。図２７
に示すように、突出部３２３は、ＬＥＤ基板３０７の長手方向の一端部に当接する。また
、図２６に示すように、２つの突出部３２３よりも収容部３１１の軸方向の他側には、開
口窓３２５が形成されている。
【０１６３】
　開口窓３２５は、２つの突条の３２２の間に位置している。この開口窓３２５は、収容
部３１１の外周面から内周面にかけて貫通し、かつ略四角形状に開口している。図２７に
示すように、第２の基板取付部３２１にＬＥＤ基板３０７を取り付けた際、開口窓３２５
には、ＬＥＤ５０２が挿入される。そして、開口窓３２５の開口の面積は、ＬＥＤ５０２
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から照射される光が開口窓３２５を介して収容部３１１の外へ光が漏れないように、ＬＥ
Ｄ５０２の発光面積よりもわずかに大きく設定される。
【０１６４】
　また、図２６に示すように、開口窓３２５よりも収容部３１１の軸方向の他側には、突
部３２４が形成されている。突部３２４は、収容部３１１の外周面から半径方向の外側に
向けて突出している。また、図２７に示すように、突部３２４は、ＬＥＤ基板３０７の嵌
合孔５０１に挿入される。そして、２つの突出部３２３と突部３２４によって、第２の基
板取付部３２１に対するＬＥＤ基板３０７の取付位置が規制される。
【０１６５】
　また、収容部３１１における軸方向の一端部には、収容部３１１の半径方向の外側に向
けて略垂直に連続する外フランジ部３３０が設けられている。外フランジ部３３０は、円
環状に形成されている。図２２に示すように、外フランジ部３３０は、２つの第１の係止
部３１９の先端部、２つの係止リブ３２０及び後述する第２の係止部３６３と対向する。
そして、外フランジ部３３０における収容部３１１側の一面には、２つの係止突起３３１
と、挿入孔３３２が設けられている。
【０１６６】
　図２２及び図２６に示すように、２つの係止突起３３１は、外フランジ部３３０の周方
向に所定の間隔を開けて設けられている。また、２つの係止突起３３１は、２つの第１の
係止部３１９と同様に、互いに対向して配置される。２つの係止突起３３１は、外フラン
ジ部３３０における収容部３１１側の一面から収容部３１１側に向けて突出している。こ
の２つの係止突起３３１と、２つの第１の係止部３１９の先端部は、互いに対向している
。
【０１６７】
　図２６及び図２７に示すように、挿入孔３３２は、外フランジ部３３０における収容部
３１１側の一面から反対側の他面にかけて貫通している。挿入孔３３２は、外フランジ部
３３０の周方向において２つの係止突起３３１の間に位置している。また、挿入孔３３２
は、略長方形状に開口している。図２２及び図２７に示すように、挿入孔３３２には、後
述するボタンカバー３０２の位置決め片３６４が挿入される。
【０１６８】
　図２７に示すように、外フランジ部３３０における収容部３１１側と反対側の他面には
、収容部３１１と反対方向に向けて突出する位置決めリング３３４が形成されている。位
置決めリング３３４は、外フランジ部３３０の周方向に沿って連続するリング状の突部で
ある。また、位置決めリング３３４は、外フランジ部３３０における半径方向の外端部の
近傍に位置している。
【０１６９】
　また、外フランジ部３３０における位置決めリング３３４が形成された他面には、フラ
ンジカバー部３１２が例えば溶着や接着等の固定方法によって固定されている。
【０１７０】
　フランジカバー部３１２は、略円筒状の脚部３４１と、脚部３４１における軸方向の一
端から連続する屈曲部３４２と、屈曲部３４２における脚部３４１と反対側の端部から連
続する略円環状の外縁部３４３とを有している。屈曲部３４２は、脚部３４１から半径方
向の外側で、かつ脚部３４１の軸方向の他方に向けて屈曲している。そのため、外縁部３
４３は、脚部３４１の半径方向の外側に配置され、脚部３４１を覆う。また、外縁部３４
３は、脚部３４１よりも薄く形成されている。さらに、外縁部３４３は、半径方向の外側
に向かうにつれてその厚みが薄くなっている。これにより、外縁部３４３は、外部からの
力によって壊れ易くなっている。
【０１７１】
　また、図２５及び図２６に示すように、収容部３１１における底部３１４に連続して、
第１の基板取付部３１３が形成されている。第１の基板取付部３１３は、底部３１４の半
径方向の外縁から、収容部３１１と反対側に向けて突出している。この第１の基板取付部
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３１３には、センサ基板３０６（図２４参照）が取り付けられる。第１の基板取付部３１
３は、略長方形をなす平板状に形成されている。また、図２６に示すように、第１の基板
取付部３１３は、２つの突条片３５１，３５１と、２つのピン３５２，３５２と、固定用
ボス孔３５３が設けられている。
【０１７２】
　２つの突条片３５１，３５１は、第１の基板取付部３１３における収容部３１１の軸心
側の一面に設けられている。また、２つの突条片３５１，３５１は、第１の基板取付部３
１３の長手方向の両側に位置している。そして、２つの突条片３５１，３５１は、第１の
基板取付部３１３の短手方向に沿って延在している。この２つの突条片３５１，３５１の
間にセンサ基板３０６が配置される（図３０参照）。
【０１７３】
　２つのピン３５２，３５２は、２つの突条片３５１，３５１と同様に、第１の基板取付
部３１３の一面に設けられている。また、２つのピン３５２，３５２は、２つの突条片３
５１，３５１の内側に位置している。２つのピン３５２，３５２は、センサ基板３０６に
設けた嵌合孔４０１に挿入される（図３０参照）。そして、２つの突条片３５１，３５１
と２つのピン３５２，３５２によって、第１の基板取付部３１３に対するセンサ基板３０
６の取付位置が規制される。
【０１７４】
　また、固定用ボス孔３５３は、第１の基板取付部３１３にセンサ基板３０６が取り付け
られた際に、センサ基板３０６の固定孔４０２と対向する位置に設けられている。この固
定用ボス孔３５３及びセンサ基板３０６の固定孔４０２には、固定用ねじ３０９が螺合さ
れる。
【０１７５】
［ボタンカバー］
　次に、ボタンカバー３０２について説明する。
　図２２及び図２４に示すように、ボタンカバー３０２は、ボタンベース３０１に取り付
けられたＬＥＤ基板３０７を覆う第１カバー部３６１と、ボタンベース３０１における収
容部３１１の底部３１４及びボタンベース３０１に取り付けられたセンサ基板３０６を
覆う第２カバー部３６２と、を有している。
【０１７６】
　第１カバー部３６１は、略長方形状の略平板状に形成されている。また、第１カバー部
３６１におけるＬＥＤ基板３０７と対向する面と反対側の一面には、第２の係止部３６３
が設けられている。第２の係止部３６３は、ボタンカバー３０２をボタンベース３０１に
取り付けた際に、ボタンベース３０１の周方向において２つの第１の係止部３１９，３１
９の間に配置される。第２の係止部３６３は、第１カバー部３６１の一面から突出するリ
ブである。また、第１カバー部３６１の長手方向の一端には、位置決め片３６４が設けら
れている。図２７に示すように、位置決め片３６４は、外フランジ部３３０に設けた挿入
孔３３２に挿入される。
【０１７７】
　また、図２２及び２４に示すように、第２カバー部３６２は、略Ｌ字型をなす容器状に
形成されている。第２カバー部３６２には、ＬＥＤ基板３０７の一部及びＬＥＤ基板３０
７に設けたコネクタ５０３を露出させる第１の露出窓３６６と、センサ基板３０６に設け
たコネクタ４０３を露出させる第２の露出窓３６７が設けられている。さらに、第２カバ
ー部３６２には、固定用ボス孔３６８が設けられている。この固定用ボス孔３６８には、
固定用ねじ３０９が螺合される。
【０１７８】
　ボタンカバー３０２は、固定用ねじ３０９によってボタンベース３０１に締結固定され
る。固定用ねじ３０９を用いて締結固定することで、ボタンカバー３０２とボタンベース
３０１とを強固に固定することができる。
【０１７９】
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［押圧部材］
　次に、押圧部材３０３について説明する。
　図２４に示すように、押圧部材３０３は、略円筒状に形成された筒部３７１と、筒部３
７１の軸方向の一方の開口を塞ぐ押圧部３７２と、筒部３７１と押圧部３７２の間に介在
される装飾シート３７３と、で構成されている。
【０１８０】
　押圧部３７２は、略円形の押圧面部３８１と、押圧面部３８１の周縁部から略垂直に連
続する側周部３８２と、を有する。また、側周部３８２には、周方向に所定の間隔を開け
て配置された２つの係止孔３８３が形成されている。係止孔３８３は、側周部３８２の外
周面から内周面にかけて貫通している。また、側周部３８２における押圧面部３８１と反
対側の端部には、突条部３８４が周方向に連続して形成されている。
【０１８１】
　押圧部３７２の内側には、装飾シート３７３が配置されている。装飾シート３７３は、
筒部３７１の内部に配置されるＬＥＤ５０２からの光を拡散させて押圧面部３８１を均一
に照らす。さらに、この装飾シート３７３には、「ＭＡＸＢＥＴ」等の絵柄が印刷されて
いる。装飾シート３７３は、光を十分に透過させる薄膜を形成し、且つ光の拡散度が高い
フィルムを形成し得る材料、例えば、ポリアセタール樹脂や塩化ビニル、によって形成さ
れている。これにより、従来では、光を拡散させるプリズムシートと、絵柄が印刷された
シートの２枚のシートで形成されていたものを、１枚のシートで形成することで部品点数
を削減することができる。
【０１８２】
　筒部３７１は、軸方向の両端が開口する略円筒状に形成されている。また、筒部３７１
は、押圧部３７２が固定される略円筒状の装着部３８６と、収容部３１１の筒孔内を摺動
する略円筒状の摺動部３８７とを有している。
【０１８３】
　装着部３８６の外周面には、係止孔３８３に係止する係止部３８６ａが設けられている
。また、押圧部３７２と装着部３８６は、係止孔３８３と係止部３８６ａによって係止さ
れると共に、溶着により固定される。これより、押圧部３７２と装着部３８６との隙間を
埋めることができ、押圧部３７２と装着部３８６の隙間から器具やワイヤ等を侵入させて
不正行為が行われることを防ぐことができる。
【０１８４】
　また、摺動部３８７は、装着部３８６の軸方向の他方で、その中心軸線Ｘ１が装着部３
８６の中心軸線と同軸になるように形成されている。また、摺動部３８７の外径は、装着
部３８６の外径よりも小さく設定される。また、図２７に示すように、筒部３７１は、装
着部３８６の軸方向の後端部と摺動部３８７の軸方向の一端部とを連結する連結部３８８
を有している。連結部３８８は、中空の略円錐台形状に形成されている。そして、連結部
３８８は、摺動部３８７に近づくにつれて、その外径が小さくなっている。
【０１８５】
　図２４に示すように、摺動部３８７には、摺動部３８７を外周面から内周面にかけて貫
通する貫通窓３８９が形成されている。貫通窓３８９における周方向の径は、軸方向の径
よりも長く、かつ、筒部３７１の最大移動距離よりも長く設定されている。そして、図２
７に示すように、貫通窓３８９には、ＬＥＤ５０２が挿入される。
【０１８６】
　摺動部３８７における貫通窓３８９と対向する位置には、傾斜面部３９０が形成されて
いる。さらに、摺動部３８７における軸方向の他側には、摺動部３８７の他側の開口を塞
ぐ封止面部３９１が形成されている。傾斜面部３９０は、連結部３８８から、所定の角度
で傾斜して封止面部３９１における軸方向の一端面にかけて形成されている。そして、傾
斜面部３９０と封止面部３９１の一面には、反射率の高い塗料が塗布されており、貫通窓
３８９を介して摺動部３８７内に挿入されたＬＥＤ５０２の光を反射する。そして、傾斜
面部３９０、封止面部３９１及び摺動部３８７の側周面で形成される空間を「光源用空間
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３９８」と称す。
【０１８７】
　また、傾斜面部３９０には、挿通窓３９０ａが形成されている。挿通窓３９０ａにおけ
る軸方向の長さは、筒部３７１の最大移動距離よりも長く設定されている。この挿通窓３
９０ａには、収容部３１１に螺合された抜出防止用ねじ６０１の軸部６０１ｂが挿通する
。そして、抜出防止用ねじ６０１の軸部６０１ｂは、押圧部材３０３が摺動する方向と交
差する。
【０１８８】
　抜出防止用ねじ６０１の軸部６０１ｂは、挿通窓３９０ａを介して光源用空間３９８ま
で挿入されている。また、抜出防止用ねじ６０１の軸部６０１ｂの長さは、光源用空間３
９８内に挿入し、さらに摺動部３８７の中心軸線Ｘ１を超える長さに設定されている。
【０１８９】
　これにより、押圧部材３０３がボタンベース３０１の収容部３１１から抜け出ることを
抜出防止用ねじ６０１で防ぐことができる。また、抜出防止用ねじ６０１が挿通した状態
で、故意に押圧部材３０３を取り外そうとした場合、抜出防止用ねじ６０１の軸部６０１
ｂの長さは、摺動部３８７の中心軸線Ｘ１を超える長さであるため、押圧部材３０３全体
が抜出防止用ねじ６０１で破壊される。これにより、不正行為を行おうとした痕跡を残す
ことができる。
【０１９０】
　また、抜出防止用ねじ６０１として、上面が平らな皿ねじを用いている。さらに、抜出
防止用ねじ６０１が螺合される螺合孔３１８には、頭部６０１ａに対応した円錐台形状の
ザグリ穴３１８ａを形成している。そのため、抜出防止用ねじ６０１の頭部６０１ａは、
ザグリ穴３１８ａ内に収容されて、収容部３１１の側周壁内に収まる。これにより、外部
からワイヤ等を侵入させて抜出防止用ねじ６０１を取り外そうとしても、ワイヤが抜出防
止用ねじ６０１に引っ掛かる場所がないため、抜出防止用ねじ６０１を取り外すことが困
難なものとなる。その結果、不正行為を確実に防ぐことができる。
【０１９１】
　また、摺動部３８７は、円筒部３９２と、遮光片３９３を有している。円筒部３９２及
び遮光片３９３は、封止面部３９１の他面から軸方向の他方に向けて突出している。また
、封止面部３９１の他面には、コイルばね３０８の軸方向の一端部が当接する。このとき
、円筒部３９２は、コイルばね３０８の半径方向の外側に位置し、コイルばね３０８の軸
方向の一端部を係止する。これにより、コイルばね３０８は、摺動部３８７の封止面部３
９１と、収容部３１１の底部３１４の間に介在される。
【０１９２】
　遮光片３９３は、コイルばね３０８の半径方向の内側を貫通し、さらに、収容部３１１
の底部３１４に形成した貫通孔３１５を貫通する。また、図２５に示すように、摺動部３
８７の軸方向の他端部には、一対の係合片３９４，３９４が形成されている。一対の係合
片３９４，３９４は、摺動部３８７の軸方向の他方へ延出する。また、一対の係合片３９
４，３９４の先端部は、外側へ曲折する鉤部３９４ａが形成されている。図２６に示すよ
うに、一対の係合片３９４，３９４は、収容部３１１の底部３１４に形成した一対の係合
孔３１６，３１６を貫通する。そして、一対の係合片３９４，３９４に設けた鉤部３９４
ａ，３９４ａが一対の係合孔３１６，３１６に係合する。係合片３９４の鉤部３９４ａは
、筒部３７１が、コイルばね３０８によって、筒部３７１の軸方向の一方へ付勢されて収
容部３１１から抜け出ることを規制する。
【０１９３】
　図２２及び図２３に示すように、弾性規制部材３０５は、帯状に形成されたバンド３０
５ａと、バンド３０５ａの両端部を固定するロック部３０５ｂとを有している。弾性規制
部材３０５としては、例えば結束バンドが挙げられる。バンド３０５ａは、第１の係止部
３１９と収容部３１１の外周面の間を通過し、ボタンカバー３０２の第１カバー部３６１
及びボタンベース３０１の収容部３１１の周りに巻き付けられている。そして、バンド３
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０５ａの両端部は、ロック部３０５ｂによって固定されている。これにより、バンド３０
５ａは、ボタンカバー３０２をボタンベース３０１に固定し、ボタンカバー３０２がボタ
ンベース３０１から取り外されることを規制している。
【０１９４】
　バンド３０５ａを第１の係止部３１９と収容部３１１の間を通過することで、第１の係
止部３１９における収容部３１１の外周面へ接近する向きの弾性変形が規制される。また
、バンド３０５ａは、抜出防止用ねじ６０１の頭部６０１ａに被さるように巻き付けられ
ている。そのため、バンド３０５ａを切断しなければ、頭部６０１ａに工具を挿入するこ
とができない。これにより、より確実に不正行為を防ぐことができる。さらに、抜出防止
用ねじ６０１が取り外される際には、バンド３０５ａが切断されるという痕跡が残ること
になる。
【０１９５】
＜ＭＡＸベットボタン１４の取付方法＞
　次に、上述した構成を有するＭＡＸベットボタン１４をフロントドア２ｂの台座部１２
への取付方法について図２８～図３０を参照して説明する。
　図２８及び図２９は、ＭＡＸベットボタン１４の取付方法を示す斜視図である。図３０
は、ＭＡＸベットボタン１４の取付状態を示す断面図である。なお、図３０では、台座部
１２のみを断面した状態をしめしている。また、図２８～図３０では、ＭＡＸベットボタ
ン１４及び台座部１２以外の部材の図示は省略している。
【０１９６】
　ここで、図２８に示すように、台座部１２には、ＭＡＸベットボタン１４が装着する装
着孔１２ａが形成されている。装着孔１２ａの縁部には、第１の載置面部１２ｂと、第２
の載置面部１２ｃが形成されている。第１の載置面部１２ｂは、装着孔１２ａの外縁に装
着孔１２ａの開口の径よりも大きく形成され、外フランジ部３３０の外形に対応した形状
に開口している。また、第２の載置面部１２ｃは、第１の載置面部１２ｂの外縁に第１の
載置面部１２ｂの開口の径よりも大きく形成され、フランジカバー部３１２の外縁部３４
３の外形に対応した形状に開口している。第２の載置面部１２ｃは、台座部１２の表面側
の一面から所定の段差をもって略平行に形成された段差面である。第１の載置面部１２ｂ
は、第２の載置面部１２ｃにおける表面側の一面から所定の段差をもって略平行に形成さ
れた段差面である。
【０１９７】
　予め、ボタンベース３０１には、センサ基板３０６及びＬＥＤ基板３０７が、その一部
が露出した状態で取り付けられている。さらに、図に現れないコイルばね３０８をボタン
ベース３０１と押圧部材３０３の間に介在させた状態で、押圧部材３０３は、ボタンベー
ス３０１に取り付けられている。すなわち、ＭＡＸベットボタン１４は、ボタンカバー３
０２と弾性規制部材３０５以外の部材が全て組み立てられている。
【０１９８】
　まず、センサ基板３０６、ＬＥＤ基板３０７及び押圧部材３０３を取り付けたボタンベ
ース３０１を台座部１２の表面側から装着孔１２ａに挿入する。このとき、ボタンベース
３０１に設けられた第１の係止部３１９が装着孔１２ａの縁部に当接することで、第１の
係止部３１９が弾性変形して収容部３１１側へ撓む。そして、ボタンベース３０１を装着
孔１２ａへさらに挿入すると、第１の係止部３１９が装着孔１２ａを挿通する。
【０１９９】
　また、２つの第１の係止部３１９における収容部３１１の周方向の間には、係止リブ３
２０が設けられている。そのため、ボタンベース３０１を挿入する際は、係止リブ３２０
が装着孔１２ａに引っ掛からないように、係止リブ３２０が設けられていない側の側面を
装着孔１２ａに接近させて挿入する。
【０２００】
　図２９に示すように、第１の係止部３１９が装着孔１２ａを挿通後、第１の係止部３１
９は、初期状態に復帰し、第１の係止部３１９が装着孔１２ａの縁部に係止される。これ
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により、ボタンベース３０１は、センサ基板３０６及びＬＥＤ基板３０７の一部が露出し
た状態で台座部１２に仮固定される。
【０２０１】
　次に、ボタンカバー３０２を台座部１２の裏面側からボタンベース３０１へ接近させ、
ボタンベース３０１の挿入孔３３２（図２７参照）にボタンカバー３０２の位置決め片３
６４を挿入する。これにより、ボタンベース３０１に対するボタンカバー３０２の位置が
決められ、ボタンベース３０１に取り付けられたセンサ基板３０６及びＬＥＤ基板３０７
がボタンカバー３０２によって覆われる。そして、ボタンカバー３０２をボタンベース３
０１へ固定用ねじ３０９を用いて締結固定する。次に、弾性規制部材３０５を、ボタンベ
ース３０１及びボタンカバー３０２に取り付ける。
【０２０２】
　図３０に示すように、一対の第１の係止部３１９の係止片３１９ａが装着孔１２ａに係
止する。さらに、第１の係止部３１９の先端部と対向する２つの係止突起３３１，３３１
が装着孔１２ａの縁部に当接する。また、第１の載置面部１２ｂには、ボタンベース３０
１の外フランジ部３３０が嵌り込み、第２の載置面部１２ｃには、フランジカバー部３１
２の外縁部３４３が載置される。これにより、ＭＡＸベットボタン１４における装着孔１
２ａの開口と平行な方向の移動が規制される。
【０２０３】
　なお、本例では、装着孔１２ａの外縁に段差面からなる第１の載置面部１２ｂ及び第２
の載置面部１２ｃを形成した例を説明したが、これに限定されるものではない。例えば、
装着孔１２ａの外縁に第２の載置面部１２ｃを設けずに、フランジカバー部３１２の外縁
部３４３を台座部１２の表面側の一面に載置させてもよい。
【０２０４】
　また、ボタンベース３０１の第１の係止部３１９及びボタンカバー３０２の第２の係止
部３６３が、台座部１２の裏面側に当接する。さらに、第１の係止部３１９と収容部３１
１の間には、バンド３０５ａが配置されている。そのため、第１の係止部３１９における
収容部３１１側への弾性変形が規制される。これにより、第１の係止部３１９が収容部３
１１に接近する方向へ撓まなくなる。これらにより、ＭＡＸベットボタン１４における台
座部１２の表面側への移動が規制されて、ＭＡＸベットボタン１４が装着孔１２ａから台
座部１２の表面側へ抜け出ること防ぐことができる。
【０２０５】
　また、外フランジ部３３０が第１の載置面部１２ｂに当接するため、台座部１２を、外
フランジ部３３０と、第１の係止部３１９及び第２の係止部３６３によって、挟持するこ
とできる。これにより、ＭＡＸベットボタン１４が台座部１２の表面側だけでなく、裏面
側へ抜け落ちることを防ぐことができる。
【０２０６】
　第２の係止部３６３は、ボタンカバー３０２をボタンベース３０１に取り付けた際に、
ボタンベース３０１の周方向において２つの第１の係止部３１９，３１９の間に配置され
る。そのため、２つの第１の係止部３１９，３１９と、第２の係止部３６３の３点でＭＡ
Ｘベットボタン１４を支持することができ、がたつきなくＭＡＸベットボタン１４を台座
部１２に装着することができる。
【０２０７】
　さらに、ボタンベース３０１には、ボタンカバー３０２の第２の係止部３６３と対向す
る位置に係止リブ３２０（図２５参照）が設けられている。そして、係止リブ３２０は、
台座部１２の裏面側に対向し、ＭＡＸベットボタン１４が装着孔１２ａから台座部１２の
表面側へ抜け出ることを規制している。また、第２の係止部３６３及び係止リブ３２０は
、それぞれボタンカバー３０２及びボタンベース３０１から突出するリブである。そのた
め、外部からの力によって弾性変形することがなく、ＭＡＸベットボタン１４が装着孔１
２ａから台座部１２の表面側へ抜け出ることを確実に防ぐことができる。
【０２０８】



(30) JP 5938014 B2 2016.6.22

10

20

30

40

50

　本例のＭＡＸベットボタン１４によれば、ボタンベース３０１を装着した後に、ボタン
カバー３０２を取り付ける構成としたことで、部品点数を増加させずに、ＭＡＸベットボ
タン１４が台座部１２から抜け出ることを確実に防止することができる。また、ボタンカ
バー３０２を取り付ける工程は、従来では、ボタンベース３０１を台座部１２へ取り付け
る前に行われていたものを、ボタンベース３０１を台座１２へ取り付けた後に行ったもの
である。そのため、本例のＭＡＸベットボタン１４の取付工程によれば、作業工程数が増
加することもない。
【０２０９】
　さらに、第１の係止部３１９の弾性変形の規制を解除するには、弾性規制部材３０５の
バンド３０５ａを切断する必要がある。そのため、ＭＡＸベットボタン１４が抜き出た際
には、バンド３０５ａが切断されるという痕跡が残ることになる。これにより、不正行為
の痕跡を確実に残すことができる。また、バンド３０５ａの切断だけでなく、第１の係止
部３１９の塑性変形や、バンド３０５ａの固定が解除される、ということ等でも不正行為
の痕跡を発見することができる。
【０２１０】
　さらに、弾性規制部材３０５のバンド３０５ａをボタンベース３０１及びボタンカバー
３０２に巻き付けるだけで、第１の係止部３１９における台座部１２との係止を解除する
方向への弾性変形を規制することができる。そのため、ボタンベース３０１の構造を簡略
化することができると共にボタンベース３０１及びボタンカバー３０２の抜け防止も図る
ことができる。
【０２１１】
　また、本例では、ボタンベース３０１とボタンカバー３０２の固定方法として、固定用
ねじ３０９を用いて締結固定している。そのため、係合爪を用いた係合による固定方法と
比較して、より強固にボタンベース３０１とボタンカバー３０２を固定することができる
。その結果、ボタンベース３０１とボタンカバー３０２とを取り外すことが困難であるた
め、不正行為を防ぐことができる。また、固定用ねじ３０９を用いて締結固定した後に、
封印キャップや封印シール等を用いて固定用ねじ３０９の頭部を覆ってもよい。これによ
り、固定用ねじ３０９が取り外された場合、封印キャップや封印シール等が破損するため
、不正行為の痕跡を発見することができる。
【０２１２】
　さらに、弾性規制部材３０５のバンド３０５ａをボタンベース３０１及びボタンカバー
３０２に巻き付けて、ボタンカバー３０２がボタンベース３０１から取り外されることを
規制している。したがって、本例では、固定用ねじ３０９を用いた固定と、バンド３０５
ａを用いた固定の２つの固定方法でボタンベース３０１とボタンカバー３０２を固定して
いる。そのため、ボタンカバー３０２をボタンベース３０１から取り外すことを困難なも
のにすることができる。
【０２１３】
　第１の係止部３１９における収容部３１１側、すなわち内側への弾性変形は、弾性規制
部材３０５のバンド３０５ａによって規制されている。したがって、第１の係止部３１９
が台座部１２の裏面側に常に当接した状態となるため、ＭＡＸベットボタン１４が装着孔
１２ａから台座部１２の表面側へ抜け出ることを防ぐことができる。
【０２１４】
　また、第２の載置面部１２ｃにフランジカバー部３１２の外縁部３４３が載置されるこ
とで、ＭＡＸベットボタン１４と台座部１２との隙間を塞ぐことができる。上述したよう
に、外縁部３４３は、脚部３４１（図２７参照）の厚みよりも薄く、かつ半径方向の外側
にむかうにつれてその厚みが薄く形成して、外部からの力によって外縁部３４３全体が破
損し易くしている。これにより、外縁部３４３と第２の載置面部１２ｃの僅かな隙間に、
強引にワイヤ等を挿入しようとすると、外縁部３４３が破損する。これにより、不正行為
の痕跡を確実に残すことができるとともに、不正行為の痕跡を台座部１２の表面側から容
易に発見することもできる。
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【０２１５】
　以上、本発明の一実施形態に係る遊技機について、その作用効果も含めて説明したが、
本発明はここで説明した実施の形態に限定されるものではない。特許請求の範囲に記載し
た本発明の要旨を逸脱しない限り、種々の実施の形態を含むことは言うまでもない。
【０２１６】
　また、上述した実施の形態例では、本発明のボタンユニットとしてＭＡＸベットボタン
１４に適用して例を説明したがこれに限定されるものではなく、ボタンユニットとしては
、１ＢＥＴボタン１５やストップボタン１７Ｌ，１７Ｃ，１７Ｒや演出用のボタン等その
他各種のボタンに適用してもよい。
【０２１７】
　また、上述した実施の形態例では、遊技機としてパチスロ機を用いた例を説明したが、
これに限定されるものではなく、例えば、パチンコ機等、その他各種の遊技機であっても
よい。
【符号の説明】
【０２１８】
　１…パチスロ（遊技機）、　２…外装体、　２ａ…キャビネット、　２ｂ…フロントド
ア、　９…ドア本体、　９ａ…ベース部材、　１２…台座部、　１２ａ…装着孔、　１２
ｂ…第１の載置面部、　１２ｃ…第２の載置面部、　１４…ＭＡＸベットボタン（ボタン
ユニット）、　１５…１ＢＥＴボタン、　１６…スタートレバー、　３１…主制御基板、
　４１…副制御基板、　４２…副制御基板ケース、　４３…副中継基板、　４３ａ…副制
御基板接続コネクタ、　４３ｂ…音量スイッチ、　４３ｃ…光コネクタ、　５３…ドア中
継基板、　５３ａ…光コネクタ、　６１…ロムカートリッジ基板、　６２…液晶中継基板
、　７１…主制御回路、　１２１…副中継基板カバー、　１２２…主面部、　１２３…接
続カバー面部、　１２４…コネクタガイド部、　１２４ａ…第１のガイド面、　１２４ｂ
…第２のガイド面、　１２４ｃ…第３のガイド面、　１２４ｄ…挿通部、　１２４ｅ…第
１の対向面、　１２４ｆ…第２の対向面、　１２４ｇ…窪み部、　１２４ｈ…突部、　１
２５…段差面部、　１２５ａ…カバー側スイッチ開口部、　１２６…側壁部、　１２６ａ
…リブ、　１２７ａ…カバー片、　１２７ａ…第１のカバー片、　１２７ｂ…第２のカバ
ー片、　１２７ｃ…第３のカバー片、　１２８…キャップ装着部、　１２９…固定用ボス
孔、　１３１…副中継基板ケース、　１３２…スイッチ開口部、　１３３…コネクタ開口
部、　１３３ａ…カバー片、　１３４…固定用ボス孔、　１３５…キャップ圧入孔、　１
４１…副中継基板シート、　１４１ａ…平面部、　１４１ｂ…側面部、　１４１ｃ…上面
部、　１４６…封印キャップ、　１５１…ドア中継基板ケース、　１５２…上ケース部材
、　１５２ａ…上面板、　１５２ｂ…第１の側面板、　１５２ｃ…第２の側面板、　１５
２ｄ…第３の側面板、　１５２ｅ…第４の側面板、　１５３…第１のコネクタカバー部、
　１５３ａ…上面、　１５３ｂ…側面、　１５３ｃ…前面、　１５３ｄ…ケース側凹部、
　１５３ｅ…フランジ部、　１５４…第２のコネクタカバー部、　１５６…下ベース部、
　１５６ａ…載置部、　１５６ｂ…第１の側面部、　１５６ｃ…第２の側面部、　１５６
ｄ…第３の側面部、　１５６ｅ…第４の側面部、　１６０…ケーブル支持部、　１６０ａ
…取付部、　１６２…第１の侵入防止部材、　１６２ａ…ケーブル用凹部、　１６２ｂ…
装着凹部、　１８０…ハーネスフックユニット、　１８１…ハーネスフック、　１８２…
穴埋め部材、　１８３…成型孔、　１８４…係止爪、　１８４ａ…脚部、　１８４ｂ…爪
部、　１８５…対向片、　１８５ａ…係止突起、　１８５ｂ…係止凹部、　１８６…接続
片、　１９０…ハーネスフックカバー、　３０１…ボタンベース、　３０２…ボタンカバ
ー、　３０３…押圧部材、　３０５…弾性規制部材、　３０５ａ…バンド、　３０５ｂ…
ロック部、　３０６…センサ基板、　３０７…ＬＥＤ基板、　３０９…固定用ねじ、　３
１１…収容部、　３１２…フランジカバー部、　３１８…螺合孔、　３１８ａ…ザグリ穴
、　３１９…第１の係止部（係止部）、　３１９ａ…係止片、　３２０…係止リブ、３２
５…開口窓、　３３０…外フランジ部、　３３１…係止突起、　３３２…挿入孔、　３４
１…脚部、　３４２…屈曲部、　３４３…外縁部、　３６１…第１カバー部、　３６２…
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第２カバー部、　３６３…第２の係止部、　３７１…筒部、　３７２…押圧部、　３７３
…装飾シート、　３８１…押圧面部、　３８２…側周部、　３８３…係止孔、　３８６…
装着部、　３８６ａ…係止部、　３８７…摺動部、　３８８…連結部、　３８９…貫通窓
、　３９０…傾斜面部、　３９０ａ…挿通窓、　３９１…封止面部、　３９２…円筒部、
　３９３…遮光片、　３９８…光源用空間、　６０１…抜出防止用ねじ、　６０１ａ…頭
部、　６０１ｂ…軸部、　Ｈ１…ハーネス、　Ｌ１…光ケーブル、　Ｌ２…光ケーブル、
　Ｘ１…中心軸線
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